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平成２８年塩尻市議会９月定例会 

産業建設委員会会議録 
 

○日  時 平成２８年９月２０日（火） 午前１０時 

○場  所 全員協議会室 

○審査事項 

議案第 １号 平成２７年度塩尻市一般会計歳入歳出決算認定について中 歳出４款衛生費中１項保健衛生費

６目環境保全費のうち合併処理浄化槽設置事業及び２項清掃費１目し尿処理費、５款労働費（１

項労働諸費３目ふれあいプラザ運営費を除く）、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費（１

項土木管理費２目交通安全対策費のうち交通安全対策事業諸経費及び３目輸送対策費を除く）、

１１款災害復旧費 

議案第 ５号 平成２７年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ８号 平成２７年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

議案第 ９号 平成２７年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

議案第１０号 平成２７年度塩尻市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

議案第１３号 塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理者の指定について 

議案第１４号 市道路線の認定について 

議案第１５号 平成２８年度塩尻市一般会計補正予算（第３号）中 歳出４款衛生費中２項清掃費、６款農林

水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費 

議案第１９号 平成２８年度塩尻市水道事業会計補正予算（第１号） 

 請願９月第２号 一般国道１５３号両小野バイパスの早期事業化に関する請願 

○出席委員 

       委員長   金子  勝寿 君     副委員長   村田  茂之 君 

        委員   中野  重則 君       委員   牧野  直樹 君 

        委員   古畑  秀夫 君       委員   中村   努 君 

○欠席委員 

       なし 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のため出席した理事者・職員 

       省略 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇説明のため出席した参考人 

       紹介議員   横沢 英一 君 
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       請願説明員  両小野バイパス整備促進期成同盟会副理事長 金井 盛吉 君 

       請願説明員  両小野バイパス整備促進期成同盟会 委員  小野 貞雄 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

       議会事務局長   青木  隆之 君 

       庶務係      二木  義文 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

午前 ９時５６分 開会 

〇委員長 おはようございます。それではですね、１６日に引き続きまして産業建設委員会を開会いたします。

本日の予定でございますが、審査修了後に協議会を実施することになりましたので、よろしくお願いをいたしま

す。 

それでは、引き続きまして審査を行います。 

〇都市計画課長 １６日の委員会において中野委員さんからいただいた質問にお答えさせていただきたいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

〇委員長 これを認めます。 

〇都市計画課長 ありがとうございます。市内３６公園が避難場所になっているのか、また公園までの道路に照

明が整備されているかという御質問でございました。３６公園のうち２２公園が緊急指定避難場所に指定されて

おります。そのうち堅石原工業団地東公園以外には公園内に照明灯が設置されておるという状況でございます。

公園までの道路の照明整備につきましては、実態を把握してございませんのでお願いいたします。 

〇中野重則委員 ありがとうございました。堅石原の公園以外には公園の中に照明があるということであります

が、北部公園の吉田の４区の皆さんが北部公園に避難をされて来ると思うんですが、北部公園の中には照明はあ

るんですけど、北側のところにないので、現地を確認いただいて御検討いただけたらありがたいなと思います。

以上ですが。 

〇都市計画課長 今の北部公園の照明でございますけれども、指定防犯灯という形での対応が考えられるかとも

思います。ただですね、災害時、非常時ですので、停電により防犯灯が用をなさないということも想定されるか

なとも思います。各家庭に懐中電灯を常備していただくほうが有効かとも思いますので、それらを含めましてで

すね、関係課とも協議調整する中で検討させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

〇中野重則委員 よろしくお願いいたします。 

〇委員長 ほかによろしいでしょうか。よろしいですかね。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第５号 平成２７年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

〇委員長 それではですね、議案第５号平成２７年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

議題といたします。説明を求めます。 

〇経営管理課長 それでは、議案第５号平成２７年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてを

お願いをいたします。決算書は３４３ページとなります。あわせまして、決算資料１０７ページをお開きくださ
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い。それでは、まず最初に決算資料の１０７ページから御説明をいたします。 

〇委員長 どうぞ、着座でかまいませんので。 

〇経営管理課長 それでは、座って失礼させていただきます。平成２７年度簡易水道事業は、楢川浄水場などの

水道施設の適正な運転及び維持管理、また定期的な水質検査などによる適正な浄水処理、漏水対策等による効率

的な水運用を図り、安全でおいしい水道水の安定供給に努めてきたところでございます。 

業務の状況でございますが、平成２７年度における給水戸数は前年比１１戸減の１，０２２戸、給水人口につ

きましては前年比８５人減の２，５４２人、普及率は前年同様の９９．５％でございます。 

年間の総配水量は２７万４，１７８立方メートル、前年比マイナスの５８５立方メートル、０．２％減となっ

てございます。年間有収水量につきましては２３万３，８２４立方メートル、前年比４，２０７立方メートル、

１．８％の減となっております。有収率につきましては８５．３％、前年比１．３ポイントの減となりました。 

事業の概況につきましては、桜沢バイパス改良工事に伴う配水管の布設替工事を行うとともに、平成２９年４

月の水道事業への統合に向け、施設の適正な維持管理にかかわるマッピングシステムの構築を引き続き行ってき

ております。 

それでは、決算書３４３ページをお願いいたします。２７年度簡易水道事業特別会計の歳入歳出決算額につき

ましては、歳入合計では８，５２０万２，７１７円、前年比１，０２７万７９７円の減、率にして１０．８％減

となっております。一方、歳出の合計につきましては、８，２７０万６，３５７円、前年比１，２７５万２，３

０７円、率にして１３．４％の減となりました。歳入歳出差引額は２４９万６，３６０円となり、２８年度に繰

り越しをするものでございます。 

続きまして、３４８ページ、３４９ページをお願いをいたします。歳入の主な内容につきまして御説明申し上

げます。まず、１款使用料及び手数料１項使用料１目簡易水道使用料につきましては、収入済額が４，５９４万

６，０００円余となりました。備考欄をお願いいたします。現年度分の使用料は４，５２９万８，０００円余、

前年比７４万１，０００円、率にして１．６％の減、収納率につきましては９８．５％でございます。過年度分

につきましては６４万８，０００円余、前年比２，０００円、率にして０．３％増、収納率につきましては４１．

６２％でございます。現年と過年全体での収納率は９６．６４％となります。 

次に、２款繰入金１目一般会計繰入金につきましては、総務省の操出基金による一般会計からの操出金でござ

います。３，２２９万５，０００円、前年比１，６３７万８，０００円、率にして３３．６％の減となっており

ます。 

ページをめくっていただきまして、３５２ページ、３５３ページをお願いいたします。支出の主なもの、内容

につきまして御説明を申し上げます。１款経営管理費１項総務管理費１目一般管理費の備考欄、上から２つ目の

白丸、一般管理事務費３３３万４，０００円余でございますが、３つ目の黒ポツ、使用料徴収・収納委託料２５

６万１，０００円につきましては、水道事業会計に使用料の徴収を委託しているものでありまして、この委託料

でございます。 

続きまして、２項施設管理費１目維持管理費、備考欄の一番上の白丸、量水器維持管理費１５０万６，０００

円余につきましては、２つ目の黒ポツ、検満メーター取替委託料でございます。計量法によりましてメーターの

使用期限が８年と定められております。この８年を超える、有効期限を超える満了メーター１０７個の取替委託
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料となってございます。委託先につきましては、塩尻市水道事業協同組合に委託したものでございます。私から

は以上でございます。 

〇浄水担当課長（浄水係長） 続きまして、１目維持管理費、備考欄上から２番目の白丸、浄水施設等維持管理

費９１２万２，２９４円の主なものについて御説明申し上げます。同じく備考欄の上から３番目の黒ポツ、電力

使用料２７１万９，２０６円につきましては、楢川浄水場を含みます簡易水道施設１１契約分の電気使用料でご

ざいます。その６つ下の黒ポツ、施設整備点検委託料１７６万３，２７２円の主なものにつきましては、楢川浄

水場膜ろ過装置点検等業務委託１５１万２，０００円で、膜ろ過設備の維持管理を実施しておりますメタウォー

ターサービス株式会社に委託し、設備の点検と薬品によるセラミック膜の機能回復を行ったものでございます。

その２つ下の黒ポツ、水質検査委託料３１７万４，４２８円の主なものにつきましては、水道法の規定に基づき

実施をいたしました年間の水質検査業務委託でございまして、２８１万１，８８８円で、環境未来株式会社に委

託したものでございまして、全ての検査において基準値の超過や再検査の事案もなく、水道水の安全性を確保し

たものでございます。内容につきましては工事請負費等明細書の８９ページに記載されておりますので、御確認

をお願いいたします。また、その下の浄水毎日検査業務委託料につきましては、同じく水道法により規定されて

いる検査で、３４万８，８４０円で、塩尻市水道事業協同組合に委託し、毎日の水道水の安全性を確保したもの

でございます。 

〇副事業部長（上水道課長） 続きまして次の白丸、施設整備維持管理費６３６万円余の内容を御説明いたしま

す。１つ目の黒ポツ、漏水調査委託料につきましては、楢川浄水場から平沢配水池までの送水管につきまして漏

水調査を委託したものでございまして、３８万８，８００円となります。これにつきましても、漏水調査結果に

つきましては漏水箇所が発見できなかったという形ではございますけれども、順次またそういった調査を行って

いきたいと思っております。次の黒丸、管路補修等工事５８９万６，０００円余につきましては、２つ目の項目、

消火栓移設工事につきましては、消防防災から依頼のありました贄川と平沢の消火栓の移設工事を行った１６７

万１，７５３円でございます。続きまして、３５４ページ、３５５ページをお願いいたします。上から２つ目の

平沢地区配水管布設工事外２件３３１万５，０００円余につきましては、平沢地区の道路美装化にあわせて配水

管改良を口径７５ミリから１００ミリにつきまして２１５メートルの改良を行ったものでございます。 

次の白丸、情報化推進事業５１０万８，０００円余につきましては、１つ目のポツ、マッピングシステム構築

委託料５１０万８，４００円ですけれども、その次の楢川地区水道資産台帳データ整備業務委託料４１９万４０

０円につきましては、別冊の工事請負明細書の８９ページもあわせてごらんいただきたいと思います。これにつ

きましては、上水道統合に向けました楢川簡易水道施設の資産の台帳整理をあわせて行い、これを電子化したも

のでございます。 

次の３款建設改良費１項建設改良事業費１目施設建設事業費の白丸、簡易水道施設建設事業８３万８，０８０

円につきましては、贄川の桜沢バイパス工事に伴います支障となる配水管改良工事８３万８，０８０円を行った

ものでございます。口径１００のパイプが２５メートル支障となりましたので、そちらの布設替を行ったもので

ございます。 

次の２款公債費１項公債費１目元金につきましては、長期債の元金償還金３，４１１万９，０００円余でござ

います。 
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次の２目利子につきましては、同じく長期債の利子の償還金１，８９２万４，０００円余でございます。私か

らは以上でございます。以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〇委員長 それでは、質疑を行います。委員より御意見、御質問はございますか。 

〇古畑秀夫委員 水道事業統合ということですが、これは来年度ということは、この特別会計は今年度で終わる

ということですか。それから、ちょっとわからないんですが、統合するということは管をつないで統一化するっ

ていう理解でよろしいですか。 

〇経営管理課長 会計につきましては、この２８年度の３月３１日をもって打ち切り決算ということで認定させ

ていただくようになります。あと管路をつなげるかということにつきましては、管路についてはつなげません。

事業統合ということで、全ての事業会計を水道事業へ統合をして１つの会計になるということで、管路はつなが

なくても、水道事業会計の中に全て入って経営を行っていくということでございます。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇中村努委員 関連して、決算の説明資料で２８年度末の水道事業への統合へ向けて地元説明会を行ったという

ふうに書いてあるんですが、地元ではおおむね了解が得られているのか、それから統合後にいわゆる水道料金に

ついておおむね高くなるのか、安くなるのか、その辺いかがでしょうか。 

〇経営管理課長 地区の説明会は区長会、またあわせて地元３地区のほうへ住民説明ということで入りました。

その中では特段反対意見とかそういうものはなかったです。あとは、贄川の施設の後利用の関係に若干、今後ど

うしていくのかと、そんなところのことがございました。 

料金につきましては、１３ミリの口径については、ほぼ同じになります。ところどころ高くなったり下がった

りということはございますけれども、一番大きなところが、簡易水道のほうは１０立方までは一律幾らというお

金になってございまして、それが水道のほうは１立米から徐々に傾斜をつけて上がっていくということになるの

で、１立方とか５立方とか、８立方以下のような人は逆に水道料金は下がるということになります。あと途中か

らは逆転するのは、１６立方とか、それから二十二、三立方のところが若干下がってくるということになります。

あと２０立方のほうにつきましては、口径が大きくなると、基本料金が簡易水道の場合、口径２０ミリ以降は高

いもんですから、２０ミリを使用している方は金額が上がってくることとなります。以上です。 

〇中村努委員 あと簡易水道のほうは一般会計から繰入金が入ってくるわけですけれども、これも上水道の他会

計の補助金と一緒にするということでよろしいですか。 

〇経営管理課長 今、簡易水道の操出金の部分というのは総務省の操出基準でありますと、簡易水道の元利償還

金が先ほども説明ありましたけれども、両方で元利償還金で５，３００万円余ありますけれども、これの半額、

２分の１は総務省の操出基準で繰り出してもいいということになっていますので、今、一般会計、これから予算

に入ってきますので、その中で財政課とも打ち合わせをしていきますけれども、一応今考えているのは、操出基

準という基準がありますので、その枠内でなんとか繰り出しをお願いしていきたいと。あとはまた若干簡易水道

は一般会計から繰り出しがかなり多いもんですから、その点で２８年４月にばさっと操出基準だけで収入、繰り

入れをしていただけなくなると、今度水道事業会計のほうも若干負担が大きくなって赤字補塡みたいなことにな

ってしまいますので、若干、暦年緩和的に、３年間程度はもう少し操出基準よりいただけるようなこともちょっ

と財政課のほうにお願いしていきたいと考えていますけれども、その辺についてはこれから調整を図っていきた
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いというところで、一応は総務省の操出基準ではそういう基準がありますので、それを前提として調整を図って

いきたいと考えてございます。 

〇中村努委員 そうすると、水道事業に統合した後も簡易水道の操出基準というのは、そのまま適用になるとい

うことですか。 

〇経営管理課長 一応、操出基準の中に、統合によって簡易水道を統合した場合にも、その統合にかかわってい

る元利償還金の２分の１は繰り出してもいいっていう基準になっていますので、引き続き簡易水道分ということ

で、分ということは言い方が変なんですが、統合してなくなるんですが、そういう以前の統合前の簡易水道の分

についてはそういう繰り出しをしていいということで基準になっています。 

〇中村努委員 わかりました。もう１個、ちょっと教えてほしいんですが、決算書の３４８ページの繰入金です

が、補正後の予算と調停額が９００万円くらい違うんですけれども、これはどうしてそうなったのか、その分は

補正とかしなくてよかったのか、その辺を教えてください。 

〇経営管理課長 これ、２７年度の３月の補正の時点で今まで統合にかかわる事業をやった場合には一般会計か

らの繰り出しをもって行うということになっていたんですけれども、それは制度が変わって、統合にかかわる事

業には企業債を借りてそれの元利償還金を交付税措置しますよということになりましたんで、３月で１，０００

万円余の補正をしてございます。３月時点で３，１３９万５，０００円に一般会計からの補正を一号補正でして

はございます。 

〇中村努委員 その補正後の金額が３，１３９万５，０００円ですよね。それと調停額が三千二百。９０万円く

らいかな。９，０００万円ではなくて９０万円くらいか。その辺はどうしてそういう違いが出てくるんですか。 

〇委員長 時間がかかりそうであれば、確認して後でもいいですが。 

〇経営管理課長 済みません。１回確認して、お願いします。 

〇委員長 わかりました。中村委員、よろしいですか。 

〇中村努委員 はい。 

〇委員長 それでは、後ほど確認をして、また答弁をお願いいたします。ほかにございますか。 

〇副委員長 特別会計ということなので、ちょっと違うかもしれませんが、うんと基本的なことをお聞きします。

一般会計の場合は業績評価システムでしたっけ、何かそれで活動指標、中間指標、業績指標というような指標化

を図って事業展開しているわけなんですが、本事業については、そういうような指標について設定されているの

かということと、もしされていれば、その結果について改めて教えてください。 

〇委員長 全体的な。 

〇副委員長 そうです。 

〇副事業部長（上水道課長） 指標につきましては、以前は簡易水道統合ということで、楢川浄水場と贄川浄水

場あったものを今度楢川浄水場１つにして、各管路の整備をして楢川簡易水道と贄川簡易水道を統合してやって

いくということで事業を進めてきておりました。その事業が完了した後に、こういった経営指標という形で出て

来たものですから、結局楢川簡易水道でそういった特別に事業として起こすということが、今現在ではそういう

建設事業がございませんので、特段そういった形ではリストとして挙げていないということであります。 

〇副委員長 先ほど概要のほうで幾つかの指標を御説明いただいたと思うんですけれども、ちょっと、どこでし
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たっけ。このあたりが非常に市民のライフラインであることは当たり前ですし、大規模な仕組みであるというこ

との中で、市民へのサービスレベルということでも、やはりもう大体九十九点何とかとか、もう天井値を打って

いて、それ以降やるには大変なまたあれがあったりするんですが、何か新たな指標といいますか、何かそういう

ものを検討していっていただければいいなというふうに思いますけれども。要望ということで。 

〇委員長 要望でよろしいですか。 

ほかにございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 それではですね、自由討議を割愛して討論を行います。ございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 ないので、採決を行います。議案第５号平成２７年度塩尻市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

については、全員一致をもって認定すべきものと決しました。次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第８号 平成２７年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

〇委員長 議案第８号平成２７年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定についてを議題といたしま

す。 

〇経営管理課長 それでは、別冊となりますが、塩尻市水道事業会計下水道事業会計農業集落排水事業会計決算

書をお開きください。ページは２ページとなります。 

それでは、１の概況につきましては、本議会の中で部長より説明がありましたので省略をさせていただきまし

て、ページめくっていただきまして、４ページをお願いをいたします。（２）といたしまして、平成２７年度に実

施いたしました議会議決事項等がそこに記載をしてございます。 

５ページ、６ページにつきましては、職員に関する事項、その他特定収入の使途の特定等の記載となってござ

います。 

７ページをお願いいたします。２の工事といたしまして、７ページから１０ページまでに工事の概況と工事の

一覧を記載してございます。 

続きまして、１１ページをお願いいたします。３の業務ということで、業務料でございますが、アの水源にお

ける業務料、総配水量では８３１万５，０６２立方となってございます。一日平均配水量は２万２，７１８立方

でございます。 

続きまして、イの給水業務の（ア）の有効水量につきまして、有効水量の（Ｃ）のところをお願いをいたしま

す。有収水量といたしましては６８７万６７０立方となりまして、前年比８万１，５６７立方の増となってござ

います。右の一番端のところの有収率につきましては８２．６％、昨年に比べて０．８ポイントの増加となりま

した。（イ）の普及状況につきましては、（Ｂ）の現在給水、戸数といたしまして２万５，６９０戸、２８８戸の

増となってございます。人口では６万４，８３８人、４９人の増。給水普及率については９９．９％、前年と同

様となってございます。 

続きまして、１２ページの一番下、ウの管路延長につきましては、２７年度末で５７万８，４５１メートルと

なり、前年に比べ１，８２４メートルの減となってございます。 
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１３ページにつきましては、収益的収入及び収益的支出の科目別の金額等を記載してございますが、これは後

ほど明細書のほうで御説明をいたします。 

続きまして、１４ページ、１５ページをお願いをいたします。４の会計ということで、重要契約の要旨という

ことで掲載をしてございまして、工事につきましては１，０００万円以上の工事１７件、委託につきましては２

００万円以上の委託１４件の工事明細書となってございます。 

１６ページをお願いいたします。（２）企業債の概況、アの借入状況につきましては１億４，３５０万円の借

り入れに繰越分と現年度分、合わせまして１億４，３５０万円の借り入れをしてございます。 

イの償還状況につきましては、借入の総額が５１件ありまして、元金の支払金額は４１件２億５，６４７万４，

５４７円、支払利息については５０件１億４２８万８，０００円余となってございまして、合計で３億６，０７

６万３，０００円余の元利償還をしてございます。あと明細書等につきましては、４７ページから４８ページに

かけて企業債の明細書がついてございますのでごらんをいただきたいと思います。これで、２７年度末の残高に

つきましては４６億５，１１８万９，６９８円となります。 

続きまして、ページ飛びますが、３１ページをお願いをいたします。３の収益費用明細書から、それぞれ担当

の課長のほうから御説明いたします。まず、収益の部の１款水道事業収益１項営業収益の１目給水収益１３億９，

４２９万円余につきましては、水道料金の料金収入となります。前年に比べまして税抜きで１，５０３万３，０

００円余、率にして１．２％の増となってございます。給水量では１万１，５６７立方の増となりました。収納

率については、２８年３月３１日現在では９８％であります。ちなみに、出納閉鎖期間がございませんが、一般

会計と合わせた２８年５月３１日の収納率については９９．２％となってございます。 

続きまして、３目その他営業収益３節他会計負担金６，０６７万７，０００円につきましては、下水道会計、

農業集落排水会計から使用料徴収経費負担金として水道事業へ収入としているものでございます。 

４節の施設負担金１，９５２万２，０００円余につきましては、新規加入１９８件、口径変更１３件、合わせ

て２１１件の施設負担金となってございます。 

次に、ページめくっていただきまして、２項営業外収益３目資本費繰入収益、４目補助金、合わせて１，３２

７万５，０００円となりますが、これについては一般会計からの繰入金でございます。 

続きまして、６目長期前受金戻入１億４，９８１万２，０００円余でございますが、過去において建設工事の

財源として受け入れをいたしました補助金、負担金について、貸借対照表の負債の長期前受金に計上した上で減

価償却の見合い分を順次収益化しているものでございます。現金収入にならないもので伝票上での振りかえを行

った金額でございます。 

３項特別利益の３目その他特別利益２億１，５８４万８，０００円余につきましては、修繕引当金戻入益とな

ります。会計制度の見直しに伴いまして引当金の義務の要件が厳格化されたことに伴いまして、水道、下水、農

業集落排水事業等では修繕引当金の要件を満たすものが特にないということもありまして、これを全ての会計で

すが、戻入として収益に計上した上で、後ほど剰余金計算書処分（案）ということで御説明をいたしますが、そ

こで将来の建設改良の財源として建設改良積立金に積み立てるようにしたものでございます。私からは以上です。 

〇浄水担当課長（浄水係長） 引き続きまして、決算書３３ページをお開きください。ここからは費用の部、３

条支出でございます。主なものにつきまして御説明をいたします。１款１項１目原水及び浄水費でございます。
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３３ページ下段、１８節通信運搬費１７８万２，００１円でございますが、主なものにつきましては、備考欄、

上から２つ目の黒ポツ、ＮＴＴ専用回線使用料１４４万１３６円でございますが、市内の水道施設の監視用のテ

レメーター専用回線、合計２２回線分の使用料でございます。 

次に、３４ページをお願いいたします。２０節委託料２，４９１万９，２０９円でございます。主なものにつ

きましては、備考欄１つ目の黒ポツ、水質検査業務委託料１，２７０万９，２２４円でございますが、水道法に

基づき実施をいたしました原水１２カ所、浄水１１カ所の水質検査委託料でございます。上から５つ目の黒ポツ、

中央監視装置点検業務委託料２４８万４，０００円余は、床尾浄水場に設置されております塩尻市水道施設遠隔

監視装置の親機及び子機の点検の業務委託料でございます。下から４つ目の黒ポツでございます。水道事業スラ

ッジ処理委託料４０８万２，０８３円でございますが、床尾浄水場及び小曽部浄水場の浄水処理過程で発生しま

した汚泥の運搬処分委託料でございまして、平成２７年度につきましては、床尾浄水場２５４．６１トン、小曽

部浄水場１５．３７トン、合わせまして２６９．９８トンの汚泥処分をいたしました。 

次に、２３節修繕費１，６１７万３，４３１円でございますが、主なものにつきましては、上から３つ目の黒

ポツ、小曽部浄水場関係修繕費６７１万５，４４０円でございますが、管理棟の外壁の亀裂補修と屋根の防水改

修等を行いました小曽部浄水場管理棟補修工事６４４万７，６００円を含め、合計で４件の修繕を実施いたしま

した。その下の黒ポツ、配水池、ポンプ室等修繕費６２５万４，８２０円では、片丘西部配水池緊急遮断弁用電

源装置緊急修繕８３万７，０００円を含め、合計で１８件の修繕を実施いたしました。 

次に、２８節動力費３，３４４万４，６０９円でございます。浄水場を含めましたポンプ機場や配水池等の水

道施設７９カ所分の電気料でございます。 

次に、３５ページをお願いいたします。３８節受水費２億９，０３７万９３４円につきましては、主なものは

松塩水道用水受水費２億８，９４９万９，８４４円で、１日当たり１万６，５００立米の受水で、日立米当たり

４７．９６円の単価でございました。 

〇副事業部長（上水道課長） 続きまして、２目配水及び給水費をお願いいたします。２０節の委託料でござい

ます。１，３９９万６，０００円余の主なものでございますけれども、１つ目のポツ、マッピング管理台帳修正

業務委託料３３４万８，０００円でございますけれども、こちらにつきましては、平成２６年度施工の配水管の

データの更新をしたものでございます。その４つ下の配水管路内カメラ挿入調査業務委託料４９１万４，０００

円でございますけれども、これにつきましては、平成２７年の５月６日、本村のところでＶＴの７５ミリが破裂

いたしましたことに伴いまして通常配水量の約２．５倍の出水がございまして、流速が変わったことによる濁水

の原因がございました。そちらを確認するために上西条水系で１０カ所での調査をいたしました。配水管の口径

１００ミリから３５０ミリの全部で１０カ所のポイントでそれぞれの配水管の中のカメラ調査を実施したもので

ございます。これにつきましては、管路内に若干のマンガン付着等が認められるというような現象が見られまし

たので、流量、流速等が変化すると濁りが発生するというような状況も考えられますので、今後の対策を検討し

ていきたいということでの貴重な材料になりましたので、今後またこれにつきましては、どういった形での対応

をするか検討していきたいというふうに考えております。 

次に、３６ページをお願いいたします。同じく２目の配水及び給水費２３節の修繕費でございます。１億３，

２６８万９，０００円余でございます。２つ目のポツ、鉛製給水管解消７６９件としまして１億９８６万４，１
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５６円でございます。鉛製給水管解消につきましては、平成２７年度７６９件を解消しまして、２７年度末解消

件数８，６００件に対しまして７，１２６件解消されまして、解消率につきましては８２．８６％の解消率でご

ざいます。残りますところ１，４７４件ございます。こちらにつきましては、２８年度、２９年度の２カ年で解

消する予定で順調に進捗してございます。今年度、２８年度につきましては、同じく７６０件を解消する予定で

ございます。 

その下の２７節路面復旧費１９４万１，１５０円につきましては、給排水に伴います路面の傷みに伴う市道高

出野村線外４路線の補修を行ったものでございます。 

次の３目受託工事費２６節工事請負費３７万８，０００円につきましては、給水管の布設替工事をしまして、

都市計画道路の大門七区の関係で給水管復旧を行ったものでございます。 

〇経営管理課長 ３７ページをお願いいたします。４目業務費２０節委託料７，０１２万６，０００円余につき

ましては、備考欄１つ目の黒ポツ、水道メーター検針業務委託料、これは水道のメーターの検針委託、年間では

４０万件ほどの委託、３，９７４万４，０００円、１つ飛びまして開閉栓業務委託料６，４７３件５０３万２，

８００円、もう１つ飛びまして計量法によります検定有効期間満了メーター取替業務委託料４，６９４件分が主

なものとなります。この３件につきましては、塩尻市水道事業協同組合への委託となってございます。 

続きまして、２１節手数料７０９万６，０００円余につきましては、料金収入にかかわります金融機関の収納

手数料、あわせてコンビニ収納手数料が主なものとなってございます。 

続きまして、３０節材料費６０３万８，０００円余につきましては、２８年度に取りかえを予定いたします検

定有効期間が満了するメーターの購入費３，７７３個分となってございます。 

ページめくっていただきまして、３９ページの６目減価償却費１節有形固定資産減価償却費５億５，９７２万

３，０００円余となりますが、これは２７年度の減価償却費を計上したものでございます。 

４０ページをお願いをいたします。７目資産減耗費１，０６５万２，０００円余につきましては、２７年度の

建設改良工事に伴い不要となった管路等の除却費が主なものとなってございます。 

２項営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費の１節企業債利息１億４２８万８，０００円余につきまして

は、先ほど御説明した利息の支払金額となってございます。 

２目消費税につきまして、３，０２５万８，０００円余は、２７年分の消費税の納税額となります。 

４１ページをお願いいたします。４の資本的収入支出明細書、収入の部につきましては、１款資本的収入１項

企業債１億４，３５０万円については、建設改良費の財源として借り入れをした企業債でございます。 

３項負担金１目他会計負担金９７８万６，０００円余につきましては、消火栓新設更新工事負担金９基分、消

防防災課からの負担金でございます。 

〇副事業部長（上水道課長） 続きまして支出の部、４２ページをお願いいたします。４条予算の支出になりま

す。１款資本的支出１項建設改良費２目配水施設費でございます。そちらの下段の２０節委託料でございます。

３，５５８万９，２４０円の主なものでございます。２つ目のポツ、塩尻市水道ビジョンフォローアップ業務及

びアセットマネジメント導入調査検討業務委託料１，２６３万６，０００円でございますが、平成２２年度作成

の水道ビジョンから５年経過したところで、経済状況の変化、各事業進捗の状況を検証、見直しを行いまして、

事業運営をしていく中でアセットマネジメントを取り入れ、業務の効率化、適正な事業配分を行い、フォローア
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ップをしたものでございます。これにつきまして、平成２２年度の制度ビジョンでは、主な取組内容としまして

上西条浄水場の移設更新を行うということでの事業がございましたけれども、現状を進めていきますと非常に多

額な費用を要するということで、そちらのほうを見直しをさせていただきまして、耐震化を行い、既存施設のほ

うの改築補修を行い、施設を使っていけるような形での事業費の縮減を踏まえた検討をさせていただいているも

のでございます。そこの一番下のポツ、東山水系水道システム再構築事業の東山水系送水ポンプ場新設工事実施

設計業務委託料１，０２６万円でございますが、こちらにつきましては、東山の新しい配水池へ送り上げる送水

ポンプ場の実施設計業務委託を行いまして、平成２８年度発注の準備を行ったものでございます。 

次、４３ページ、お願いいたします。２６節工事請負費２億１，９５６万２，０００円余でございます。１つ

目のポツ、配水施設整備事業、配水管改良工事１５工区としまして１億２，３３２万４，０００円余を実施して

ございます。こちらにつきましては、２６年度繰越の工事分も含まれておりますけれども、延長３，１６９メー

トルの配水管改良を行ったものでございます。その一番下のポツ、上水道関連舗装本復旧事業につきましては、

市道大通線ほかの１０路線の舗装本復旧を行い、５，９０８万６，８００円、１１路線を行い交通の安全に寄与

したものでございます。 

次の３目浄水施設費でございます。２６節工事請負費１億７，８３９万６，０００円余の主なものでございま

す。１つ目のポツ、浄水施設整備事業、１つ目の段、床尾浄水場関係設備等更新工事２件でございますけれども、

こちらにつきましては、浄水施設床尾浄水場のろ過池電動弁の更新など、対応年数が経過し機能に障害が発生し

たものから順次計画的に更新を行っているものでございます。その一番下のポツ、片丘浄水場移設更新事業につ

きましては、南内田配水池築造工事、電気通信設備工事は平成２６年度繰越工事でございましたが、平成２７年

９月下旬から新しい南内田配水池からの給水を開始し、新しい配水池を使用しているものでございます。 

次の３１節補償費、７４８万円余につきましては、片丘浄水場の送水管布設工事に伴います補償費でございま

す。片丘浄水場から今泉配水池、林工配水池への送水管を設置するに当たりまして、送水管の布設箇所に地役権

をかけさせていただき、送水管埋設の永続性を確保したものでございます。その下の東山水道システム再構築事

業に伴います補償費につきましては、新たに築造します配水池用地取得に伴います立竹木補償の３３万８，００

０円余でございます。 

次、４４ページをお願いいたします。４目受託建設費でございます。２６節工事請負費１，３９４万２，８０

０円でございますが、こちらにつきましては、先ほど収入でも御説明申し上げましたように、消防防災からに伴

います消火栓新設更新９基の工事費分でございます。それと配水管布設替工事費、都市計画道路事業関連で１９

１万円余、あとは体育館の周りで行いました中電の送電線の地中化に伴う布設替工事２８４万円余となってござ

います。 

次の６目固定資産購入費１節水道用地購入費４７万２，６４０円につきましては、東山の新しい配水池の水道

用地１，４７７平米の用地を購入したものでございます。 

次の２項企業債償還金１目企業債償還金１節企業債償還金２億５，６４７万４，５４７円につきましては、そ

れぞれ財務省、地方公共団体の元利償還金でございます。私からは以上です。 

〇経営管理課長 それでは、ページをもどっていただきまして、２２ページをお願いをいたします。２７年度の

損益計算書税抜でございます。１の営業収益につきましては、１３億７，８７３万７，１３４円となります。２
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の営業費用については１２億８，１１２万３，７５６円となりまして、差し引きでは営業利益となり、９，７６

１万３，３７８円の利益となってございます。 

この営業利益に３の営業外収益を加算し、４の営業外費用を差し引いた経常利益は１億５，２０９万４，１５

９円となります。この経常利益に５の特別利益と６の特別損失を加減いたしました当年度純利益は３億６，７６

３万５，０２９円となります。 

その下の前年度繰越利益剰余金、その下のその他未処分利益剰余金変動額については金額がございませんので、

当年度未処分利益剰余金も同額となってございます。 

ページ、１ページ飛びまして、２５ページ、２６ページをお願いいたします。事業の貸借対照表税別でござい

ます。資産の部につきましては、合計、一番下にございます資産合計では１４９億５，３３７万５８６円となり

ます。 

２６ページ、負債の部の負債合計は８６億６１１万８９６円でございます。 

資本の部、７の資本金と８の剰余金を足した資本合計につきましては、下から２段目、６３億４，７２５万９，

６９０円となりまして、負債、資本合計合わせた合計も先ほどの資産合計と同額の１４９億５，３３７万５８６

円となってございます。 

ページ、もどっていただきまして、２３ページの４といたしまして、平成２７年度塩尻市水道事業剰余金処分

計算書（案）でございます。これにつきましては、先ほど２２ページの一番下で説明をいたしました当年度未処

分利益剰余金３億６，７６３万５，０２９円につきまして、議会の議決により処分をお願いするものでございま

す。そこのところの処分する積立金等の項目につきましては、企業債の元金の返済に充てるために積み立てをす

る減債積立金と将来の建設改良工事の財源に充てるための建設改良積立金の２つのところに積み立てをいたしま

す。 

次に、処分する処分金額につきましては、まず建設改良積立金のほうでございますが、先ほど３２ページの特

別利益で御説明をいたしました修繕引当金の戻入の額が２億１，５８４万８，９５９円が戻入の益としてなって

ございました。これにつきましては、将来の建設改良費に充てるための積み立てとして建設改良積立金へ積み立

てをいたします。残りの金額が１億５，１７８万６，０７０円となります。これについては、減債積立金として

企業債の元金の償還に充てるために積み立てをするという、この２つに処分することについて議会の議決をお願

いするものでございます。説明は以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。 

〇委員長 それでは、質疑を行います。質問、御意見等ございますか。 

〇中村努委員 ちょっと細かいことであれなんですが、決算審査の意見書で、審査の所見のところなんですが、

下水道、農集排とも会計処理は適正に処理されているという表現なんですが、この水道事業だけ概ね適正に処理

されているって書いてあるんですが、何か指摘されたようなことはございますか。 

〇経営管理課長 指摘を受けたということはないですが。ここだけそういう書き方になっているようです。ちょ

っと今出た中で、会計のここを直せというのは出ていなかったと記憶をしています。 

〇中村努委員 いいです。わからない。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇古畑秀夫委員 いわゆる企業債、借金ですが、前に借りたのは、４％、３％っていうような高い利率になって
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いるわけですが、こういうのは前倒しであれですか、借金返済するみたいなことっていうのは、前倒しで借金返

済はできないのか。 

〇経営管理課長 以前に補償金免除繰上償還という制度がございまして、そのときは５％以上の企業債の利率の

高利なものは、補償金を免除しても、繰上償還していいっていうことで繰上償還が認められていますけれども、

５％未満のものについては、もし前倒しで返すということになると、補償金っていうものをおさめなきゃいけな

いものですから、そうなってくると支払金額っていうのは変わってこないと思います。補償金というものがつい

て返すということになりますので。ですから、国のほうから今まで５％のものは返していいという制度が二、三

年前にあったんですけれども、それをもうちょっとパーセントを下げてもらいたいというような要望は出てはい

るんですけれども、今のところそういった５％未満のものを返していいっていうことでの償還のそういう制度が

今のところありませんので、やってございません。 

〇古畑秀夫委員 もう１つは、ちょっと変わりますが、鉛管が２８、２９年度、来年度ですか、で大体終わると

いうことですが、鉛っていうのは体によくはないって大分前から言われていたですが、これ何年ごろ布設したの

がこういう状態になっているのか。今ごろになって終わるやつ聞いてもしょうがないような気がするけど。ちょ

っと参考までに。 

〇副事業部長（上水道課長） 鉛製給水管という鉛管を使ったのは、平成の４年ころまで使われておりました。

それで私ども平成１５年から鉛製給水管の解消工事ということで取り組みをさせていただきまして、逐次８，６

００件というところをその当時把握させていただきまして、それを解消していくという形でございまして、一番

最初のころに下水道を施工したようなところについては、その給水管がそのまま残っているというような形がご

ざいますので、どちらかというと吉田とか大門とか、そういったところが、先に下水が入ったところが残ってい

るような状況でございます。そういったことで、鉛管につきましては平成の４年ごろまで使われていたというこ

とで、そちらのほうを今解消しているということでございます。以上です。 

〇古畑秀夫委員 当時はそういうことは余り言われていなかったということでしょうかね。 

〇副事業部長（上水道課長） その時代、時代にそれぞれの給水装置といいますか、配水管もそうなんですけれ

ども、そのときの技術に合わせた製品がそれぞれ出てきております。それで、そういった中で、その当時につき

ましては、鉛管というものは非常に施工がしやすくて、曲げられて、簡単につなげられるというところで、今そ

れにとってかわるものにつきましては、フレキシブル管といいまして、蛇腹みたいな管ですけれども、それがこ

ういうふうに曲がって施工できるというような管が出てきておりまして、今度、今それにかえてきているという

ところで、その当時は鉛管の水質基準も、平成１０年にたしか鉛の水質基準が変わったと思います。それで、今

までの１０倍以上厳しくなったというところで、それで行きますと、その当時私どもも検査させてもらったんで

すけれども、二、三日その中に滞留した水を今度流そうとすると、その滞留した水の中に鉛が溶出するというよ

うな状況が若干でも見受けられるということと、あとは鉛の基準が平成１０年に厳しくなったというところで、

それぞれ鉛管を廃止をしていきなさいというところで今、鉛管の解消をしてございますというところでございま

す。以上です。 

〇委員長 ほかにございますか。 

〇中村努委員 決算書の３５ページの一番上の受水費ですけど、２番目の松本市分水協定受水費ですが、これは
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どういったものだったでしょうか。 

〇副事業部長（上水道課長） 松本市のほうの受水費につきましては、例えば崖の湯とか、あとまつもと空港境

のところにつきましては、私どものほうの配水管が行っておりません。それですぐ直近に松本市さんのほうの配

水管があるもんですから、そちらのほうから分けていただいているという形での受水費ということになってござ

います。 

〇中村努委員 わかりました。もう１つ、片丘の浄水場からＦパワープロジェクトへの送水管というのは、この

決算に出てきますでしょうか。 

〇副事業部長（上水道課長） こちらの４３ページのところにございます３目浄水施設費２６節の工事請負費の

一番下の片丘浄水場移設更新事業、送水管布設工事２工区ということで、こちらが２７年度に行った送水管の工

事費でございます。以上です。 

〇中村努委員 それは、もう完成したということでいいわけですか。 

〇副事業部長（上水道課長） 送水管のほうについては今、完成してございます。あとは今泉の配水池のほうに

接続する管をつなげるだけという形になっておりますので、そこの管接続だけが、わずか十数メートルですけれ

ども残っているところがございますので、それを早急にやる予定でございます。以上です。 

〇中村努委員 本会議でもこの委員会でも話題に出ているんですが、バイオマス発電のほうが予定よりずれ込ん

でいる状況の中で、この送水管をいわばそのために設置したと思うんですけれども、その辺の計上の何か影響と

か、予定が狂ってしまったとか、そういうことはございませんか。 

〇副事業部長（上水道課長） バイオマスの関係のＦパワープロジェクトのほうの送水につきましては、その送

水管から途中で抜いているところでございます。それでうちのほう、流量計がついている、上水道のほうに流量

計がついておりますので、どのくらい向こうで使っているかっていうのは、今のところそこだけしか使っていな

いもんですから、状況がわかります。使われている水の量につきましては、特にうちのほうとしては影響ないと

いいますか、その事業に対してのそういったものの影響は特に考えておりません。というのは、うちのほう、Ｆ

パワーのほうは、言ってみれば私ども水道事業としては送水管を布設することによって、そこから落としていく

場合にも給水すると。だけれども、私どものほうとしては主に今泉の配水池、林工の配水池のほうへ送り込む送

水管をメインに考えておりますので、事業的には特に支障等は感じておりません。以上です。 

〇委員長 よろしいですか。ほかにございますか。よろしいですかね。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 それでは、質疑を終わりまして、自由討議を割愛して討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 ないので、採決を行います。議案第８号平成２７年度塩尻市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

については、全員一致をもって可決及び認定すべきものと決しました。１０分休憩します。 

午前１１時０４分 休憩 

――――――――――― 

午前１１時１３分 再開 

〇委員長 それでは、休憩を解いて再開いたします。次に進みます。 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第９号 平成２７年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

〇委員長 議案第９号平成２７年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定についてを議題といたし

ます。説明を求めます。 

〇経営管理課長 先ほど中村委員さんの御質問へお答えしてもよろしいでしょうか。 

〇委員長 これを認めます。 

〇経営管理課長 今回、繰入金の補正予算の額が多かったということでございますが、補正予算をつくるのが１

月１８日くらいに締め切られます。その後に繰入金等いただいて額が決定するんですけれども、本来２７年度か

ら専決処分っていう、３月に補正した後、もう１回専決できちんと精査をして、額を専決で補正させてもらって、

一般会計とかいろんな会計から入ってきたものなどを調整して出すんですけれども、ことしからそういう何てい

いますか、専決補正がなくなっていますので、それがしなかったために収入がふえてしまったっていうことでご

ざいます。これについては、来年２８年度に繰り越すお金がふえていますので、それについては、２８年度、ま

た補正する時点で一般会計の分をそこだけ減らして収支は合わせるということになります。以上です。 

〇中村努委員 わかりましたけど、これ専決補正でしなくていい金額の幅っていうんですかね、今回は９０万円

くらいだったんですが、それがえらい違っちゃったとか、そういうケースはどうなるんでしょうか。 

〇経営管理課長 ちょっと金額まではわからないんですけれども、２７年度から専決っていってそういうことが

ないので、十分３月の時点の補正を出す時点で精査をしてやりなさいっていうことは財政課のほうから指示があ

りましたけれども、今回のこういう結果になってしまったということで、その金額が大きくなってもし執行がで

きないということになれば専決補正をやるってことになるとは思うんですよね。そのときに、なったそれを見て

専決補正するということでやると思うんですけれども。ちょっと詳しいことがわからなくて申し訳ないですが。 

〇委員長 よろしいですか。 

それでは、議案第９号についての説明を求めます。 

〇経営管理課長 それでは、引き続き御説明をいたします。ページは５０ページをお願いをいたします。決算書

５０ページ、１の概況につきましては、本議会のほうで部長が説明してございますので省略をさせていただいて、

５３ページから５５ページにつきましては、議会議決事項、職員に関する事項、使途の特定等をそこに記載をし

てございます。 

５６ページをお願いをいたします。２の工事につきまして、５６ページから５９ページまでに建設工事の一覧

表がそこに記載をしてございます。 

続きまして、６０ページをお願いいたします。３、業務となります。（１）の業務量につきまして、２７年度

の欄、水洗化人口５万８，９８３人になってございます。前年に比較して２９８人の増となりました。あと水洗

化率については９７．４％、前年に比べ０．５ポイントの増加をしてございます。 

続きまして、イの有収水量につきましては、３処理区合計をいたしまして、２７年度では年間処理水量が７３

８万３，５１１立方、前年に比べて１７万９，０００立方余の減となってございます。続きまして、年間有収水

量については６２４万５，４２９立方で、前年に比べましては９万２，４３２立方の増、率で１．６％有収水量

については増加となってございます。有収率については８４．６％、前年比３．３ポイントの増加となってござ
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います。 

続きまして、６１ページには汚水管及び雨水管の管径並びに延長等が記載をしてございます。 

続きまして、６２ページをお願いいたします。収益的収入及び支出についての記載でございますが、これは後

ほど明細書のほうで詳細を説明させていただきます。 

６３ページをお願いいたします。会計につきましては、６３、６４ページにかけまして重要契約の要旨という

ことで、工事については１，０００万円以上、委託については２００万円以上の金額について記載をしてあるも

のでございます。 

続きまして、６５ページをお願いいたします。（２）企業債の概況については、平成２７年度建設改良の財源

として借り入れた企業債と資本費平準化債の借入状況となります。合計で４億９，７７０万円の借り入れをして

ございます。借り入れの銀行等はそこに記載してあるとおりでございます。 

続きまして、イの償還状況につきまして、借入総件数は３８０件、元金の償還金額は３４６件の１３億５，４

２４万１０６円を元金償還をしてございます。利息につきましては３７４件、４億３，２４０万９，２２３円の

償還をいたしまして、元利合わせますと１７億８，６６４万９，０００円余となってございます。これにつきま

しては、明細書が９７ページから１０８ページまでにかけて明細書があるのでごらんをいただきたいと思います。

２７年度末の企業債及び資本費平準化債を合わせた企業債等の残高につきましては、２１３億６，２７４万円余

となってございます。 

ページ飛びまして、８２ページをお願いいたします。３の収益費用明細書となります。主なものにつきまして、

担当する課長から説明をいたします。まず、収益の部の１款下水道事業収益１項営業収益１目下水道使用料１４

億８，３４３万３，０００円余につきましては、下水道使用料収入となります。前年に比べまして税抜きの金額

で２，５１８万１，０００円余の増加、率では１．９％の増となってございます。有収水量についても９万９，

４３２立方の増加となりました。収納率につきましては、３月３１日では９７．９％、５月３１日までですと９

９．２％の収納率となってございます。 

２目他会計負担金５億２，０３０万円につきましては、総務省の操出基準による一般会計からの繰入金でござ

います。後ほど９１ページの資本的収入の他会計負担金の金額も合わせますと、８億５，０００万円の他会計負

担金の繰入金額となってございます。 

続きまして、８３ページ２項営業外収益５目長期前受金戻入につきましては、７億９，４６９万８，０００円

余でございます。これについては、過去において補助金、負担金等について受け入れをしたものについて、資産

の減価償却の見合い分を順次収益化しているものでございます。会計処理で帳簿上で行っているもので、実際に

現金が使用されているものではございません。 

３項特別利益につきましては、水道事業会計と同様に修繕引当金を戻し入れるもので、１億１，９９９万１，

０００円余を戻入利益といたします。以上でございます。 

〇下水道課長 私からは費用の部、８４ページになりますが、その中の主なものについて御説明させていただき

ます。１款下水道事業費用１項営業費用１目管渠費の２０節委託料のうち上から２つ目の黒ポツ、マンホールポ

ンプ場維持管理業務委託料１，９１１万６，０００円でございますが、塩尻処理区、楢川処理区のマンホールポ

ンプ場１３８カ所の維持管理委託料でございます。 
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次に、２３節の修繕費のうち一番上の黒ポツ、マンホールポンプ修繕費１，７９７万９，８４０円でございま

すが、機器の取りかえ、非常通報装置の交換を行ったものでございます。その下の黒ポツ、管路施設修繕費１，

３１２万９，５６０円は、マンホール周りの修繕を２８カ所行ったものでございます。 

８５ページをお願いをいたします。２目の浄化センター費でございます。２０節の委託料のうち下から４つ目

の黒ポツ、運転管理業務委託料１億９０８万円でございますが、浄化センターの管理を日本クリーンアセスに委

託し、１２名の職員により運転操作、保守点検管理等を行っているものでございます。その下の黒ポツ、脱水ケ

ーキ収集運搬処理委託料１億８１８万８，１０３円でございますが、これは４，９１９．４３トンの汚泥の処分

にかかわる委託料でございます。主な処分といたしましては、セメント材料としましてセメント会社に処分を委

託しております。また、沈砂等を含む汚泥につきましては、焼却処分を行う業者へ委託をしておるものでござい

ます。 

８６ページをお願いをいたします。２３節の修繕費のうち一番上の黒ポツ、施設修繕費４，１１１万９，９２

０円でございますが、ナンバー３ポンプのオーバーホール等を行ったものでございます。 

その下の２８節動力費５，６８２万７，４５７円でございますが、浄化センターで使用いたしました電気使用

料でございます。 

その下の２９節薬品費４，１９７万６，７０１円でございますが、施設で使う薬品で、脱臭剤、活性炭等を購

入したものでございます。 

次に、３目の小野水処理場費でございますが、辰野町へ委託をしております北小野地区の汚水処理でございま

す。小野水処理センターに係る辰野町への管理委託料２，３５２万１，４７６円でございます。 

次に、４目の楢川処理場費の２０節委託料のうち上から３つ目の黒ポツ、汚泥収集運搬業務委託料７５５万３，

９４９円でございますが、楢川処理場で発生する汚泥等を衛生センターまで運搬する委託料でございます。昨年

につきましては、１，１６５キロリットルを６，４８０円で委託を行ったものでございます。 

〇経営管理課長 ８７ページの８目業務費をお願いいたします。５，５００万５，０００円でございます。これ

は、水道事業会計への負担金で支払ったものでございます。 

次のページ、８９ページをお願いをいたします。８９ページに飛びまして、１０目減価償却費１４億６，６９

９万３，０００円余につきましては、有形固定資産及び無形固定資産の２７年分の減価償却費となってございま

す。 

１１目資産減耗費１，８９３万５，０００円余につきましては、２７年度に行った建設改良工事に伴い不要と

なった資産の除却費でございます。 

次のページをお願いをいたします。２項営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費につきましては、主なも

のは企業債利息、先ほど説明した金額となってございます。 

３目消費税につきましては５，７９９万５，０００円余、これについては、２７年度の消費税の納税額となっ

てございます。 

続きまして、９１ページ資本的収入支出明細書となります。収入の部、１款資本的収入１項企業債につきまし

ては、建設改良の財源とする企業債が１億９，７７０万円、あと資本費平準化債、将来一部の元金を次世代へ繰

り延べるために借り入れをする資本費平準化債でございますが、これが３億円の借り入れと、合わせまして４億
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９，７７０万円でございます。 

次に、３項負担金１目他会計負担金３億２，９７０万円につきましては、総務省の操出基準による一般会計か

らの繰り出しとなってございます。 

３目受益者負担金２，８９６万３，０００円余につきましては、２７年度に納期が到来したもの、また新たに

汚水ます等設置をしたことによって賦課をした受益者分担金でございます。 

４項補助金２目国庫補助金１億８，８７４万８，０００円については、浄化センター第１期長寿命化事業や管

路施設の下水道長寿命化事業などの補助金収入となってございます。 

〇下水道課長 それでは、９２ページをお願いをいたします。資料につきましては、１３ページをお願いをいた

します。支出の部になります。１款資本的支出１項建設改良費１目公共下水道事業管渠施設費２０節委託料の一

番上の黒ポツ、下水道台帳システム整備業務委託料２，９９１万６，０００円は、管路、排水路、排水設備合併

処理受益地等の情報を整備しデジタル化を行うもので、平成２７年度につきましては、本管に関する情報入力、

データ移行作業、浄化槽の設置状況についてのデータベース化等のシステム開発を行ったものでございます。一

番下の黒ポツ、全体計画変更業務委託料１，５１２万円でございますが、現在計画が進められております塩尻駅

北土地区画整理事業等の開発計画に伴い、下水道施設計画設計指針に基づき年次目標、下水道計画研究、計画汚

水量、計画人口等の変更を行ったものでございます。 

その下の２６節工事請負費のうち上から２つ目の黒ポツ、下水道長寿命化事業、マンホール鉄蓋交換工事１，

０３４万６，４００円でございますが、重要な汚水管路や緊急輸送路で傷みの激しい６９カ所の鉄蓋を交換した

ものでございます。それから３つ下の黒ポツ、下水道関連舗装本復旧事業４，２０４万９，８００円でございま

すが、下水道工事により傷みの激しい路線５，４９２平米の舗装復旧を行ったものでございます。その下の黒ポ

ツ、公共下水道雨水幹線整備事業、奈良井川右岸５号雨水幹線工事５，４０９万７，２００円でございますが、

大門七区の国道１９号を横断するための推進管φ１，３５０ミリを３０メートル、ボックスカルバート１．５掛

ける１．５を８メートル布設したものでございます。 

３目の処理場建設費２０節委託料のうち一番上の黒ポツ、塩尻市浄化センター第１期長寿命化事業、塩尻市浄

化センター建設工事委託料２億７，１２０万円につきましては、ナンバー１脱水機、運転操作設備ほかの工事を

日本下水道事業団へ委託したものでございます。 

９３ページをお願いをいたします。６目特定環境保全公共下水道事業管渠施設費２０節委託料のうち小野水処

理センター実施設計業務委託料７１８万３，６８０円につきましては、水処理センターの耐震化、長寿命化、脱

水機等の実施設計を辰野町へ委託したものでございます。 

〇経営管理課長 ページをめくっていただきまして、９４ページをお願いいたします。２項の企業債償還金１３

億５，４２４万１０６円につきましては、先ほどのとおり企業債の償還金が主なものとなってございます。 

ページを戻っていただきまして、７２ページをお願いをいたします。平成２７年度の塩尻市下水道事業損益計

算書税抜となってございます。１の営業収益につきましては１８億９，８５５万１，３２６円、２の営業費用に

ついては２０億８，４２３万６，２３９円となりまして、営業収益から営業費用を引きますと、営業損失という

ことで、損失が１億８，５６８万４，９１３円の営業損失となります。 

この営業損失に３の営業外収益を足しまして４の営業外費用を差し引きますと、経常利益となって１億７，５
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４０万１，５９２円の経常利益となります。この利益に５の特別利益と６の特別損失を加減した当年度純利益に

ついては２億９，５０２万６，６５８円となります。 

前年度繰越利益剰余金はございません。その他未処分利益剰余金変動額については、資本費、資本的収支に補

塡財源として使用しました２６年度に積み立てをしました減債積立金の取り崩し額２億２，３８５万７，０１４

円が計上されております。先ほどの純利益と変動額を足しました当年度未処分利益剰余金は５億１，８８８万３，

６７２円となってございます。 

続きまして、ページを飛びまして、７５、７６ページ、貸借対照表となります。資産の部につきましては、合

計で３９７億１，２５１万３，２４１円。負債の部と資本の部、合わせた負債資本合計につきましても３９７億

１，２５１万３，２４１円となってございます。 

ページ、もどっていただきまして、７３ページをお願いをいたします。平成２７年度塩尻市下水道事業剰余金

処分計算書（案）についてお願いをいたします。先ほど７２ページの損益計算書で御説明をいたしました当年度

未処分利益剰余金５億１，８８８万３，６７２円について、議会の議決による処分をお願いするものでございま

す。処分する積立金等の項目につきましては、減債の残金の償還に充てるための積立金、減債積立金と将来の建

設改良工事の財源に充てるための建設改良積立金と自己資本金への組み入れの３つの処分となります。 

次に、処分する金額につきましては、まず自己資本金への組入金額といたしまして、７２ページの損益計算書

の下から２番目、その他未処分利益剰余金変動額２億２，３８５万７，０１４円を自己資本金へ組み入れをしま

す。この変動額につきましては、２７年度の資本的収入及び支出の補塡財源として使用した減債積立金の取り崩

しの額となりまして、既に企業債の償還金にお金があててありますので、現金として支出してありますので、自

己資本金へ組み入れて資産の長期安定性を確保していくものでございます。 

次に、建設改良積立金へ積み立てる金額といたしましては、先ほど８３ページの３項特別利益で御説明いたし

ました修繕引当金の戻入額を全額建設改良積立金へ積み立てをします。あと残りの金額、１億７，５０３万５，

５３５円を減債積立金へ積み立てることについて、議会の議決をお願いするものでございます。説明は以上でご

ざいます。よろしく御審議をお願いいたします。 

〇委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問、御意見ございますか。 

〇中村努委員 ９２ページのマンホールのふたの修理ですけど、これは除雪によって破損したものというのはど

のくらいありましたか。 

〇下水道課長 除雪による破損等はちょっと発生しておりませんけれども、この交換というのが国の基準に基づ

きまして、大体２０年以上経過し、重要管路、重要路線、緊急輸送路等を中心として、国の基準に基づきまして

こちらで判定させていただいたものを修繕させていただいておるということでございますけれども、除雪による

冬の破損というものではございません。 

〇中村努委員 ということは、除雪で破損してしまったものはなかったということですか。 

〇下水道課長 除雪によって破損したものにつきましては、別のマンホール周りの修繕と一緒に、そこのところ

で出させていただいているという状況でございます。 

〇中村努委員 主要な道路のマンホールの角ですね、乗り上げてもう破損しないような形にそういうところは順

次交換しているということでよろしいですか。 
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〇下水道課長 そういうところは、申請等によりまして定期的に処理をさせていただいておりますし、今ここで

申し上げたのは、あくまでも長寿命化計画の中で位置づけたものを優先的にやらさせていただいているという状

況でございます。 

〇委員長 ほかにございますか。 

〇古畑秀夫委員 ８４ページのマンホールポンプ場の電話料っていうのはどういう。電話料、一番上の通信運搬

費。それはどういう、ちょっと。 

〇下水道課長 マンホールポンプ場にはそれぞれ非常通報装置というものがついておりまして、この通報にかか

わる電話使用料でございます。 

〇古畑秀夫委員 ちょっともう１つ、済みません。もう１つ、ちょっとあれですが、これ公共下水の雨水幹線の

工事ということで、これ雨水っていうことなら建設のような気もするんだけども、どういう経過でこれ、いわゆ

る下水道課でやるようになってきたのかっていうのをちょっとわかったらお願いします。 

〇水道事業部長 雨水は今、水道事業部のほうで、やらさせてもらっておりますけれども、経過ということでご

ざいますけれども、水道も下水道もそうなんですが、企業会計でやらさせてもらって、御存じのとおり受益者負

担の原則に基づいて独立採算制で運用をさせていただいていますけれども、本来、下水とか水道の場合は、当然

使用する人、使用しない人もいますし、サービスの量も違ってきていますので、そういった面で使用者の使用量

に基づいて運営をさせてもらうのが基本でございますが、しかしながら、雨水につきましては、委員御指摘のと

おりですね、その使用者の個人の責任においての範囲外になってくるもんですから、自然的なものによる処理と

いう形になるもんで、それに対して税金を適用していかないということになるんですけれども、そうなると企業

会計からは、本来は基本的には外れる部分になってくるわけなんです。しかしながら、以前この雨水につきまし

ては、当時の建設部都市計画課の中で対応させていただいた経過もあります。その中で下水道係のほうで対応さ

せていただいたということで、この下水道事業、一般会計でやっておったんですが、それが平成１７年に公営企

業会計のほうへ移らさせていただいたということもあって、組織的に引き続き今も下水道係のほうで雨水のほう

は対応させていただいているという経過でございます。 

〇古畑秀夫委員 他会計からの繰入金というような形で入っているわけですが、基本的にはこういった部分の工

事の穴埋めといいますか、そういう部分は他会計から繰り入れているというような理解でよろしいですかね。 

〇水道事業部長 委員おっしゃるとおりでございまして、雨水に関連する費用等につきましては、一般会計の操

出額、こっちからいえば繰入金という形で対応させてもらっています。 

〇委員長 よろしいですか。ほかにございますか。よろしいですか。 

それでは、自由討議を割愛して討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 ないので、採決を行います。議案第９号平成２７年度塩尻市下水道事業会計剰余金の処分及び決算認

定については、全員一致をもって可決及び認定すべきものと決しました。次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１０号 平成２７年度塩尻市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算認定について 

〇委員長 議案第１０号平成２７年度塩尻市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算認定についてを議題
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といたします。 

〇経営管理課長 それでは、決算書１１０ページ、１１１ページをお願いをいたします。概況につきましては、

部長が議会で説明してありますので省略をさせていただきます。 

１１２ページ、１１３ページにつきましては、議会議決事項、職員に関する事項等を記載をしてございます。 

続きまして、１１４ページをお願いいたします。工事について、平成２７年度の建設工事の一覧表を３件の工

事費の記載となってございます。 

３の業務につきましては、（１）業務量、アの農業集落排水事業の２７年度の水洗化人口は５，７３５人、前

年に比べ８５人の減となってございます。その一番下の水洗化率につきましては９１．８％、前年比０．２ポイ

ントの低下となりました。 

イの有収水量については、年間処理水量５２万６，８３０立方メートル、前年に比べ１，９４７立方の増とな

ってございます。年間の有収水量については４８万２，３０６立方メートル、前年に比べますと３，０３１立方

の減、率で０．６％減少となってございます。有収率については９１．５％、前年に比べて１ポイントの低下と

なります。 

ウにつきましては、汚水管の延長を記載してあるものでございます。 

ページ飛びまして、１１７ページをお願いをいたします。会計につきまして、重要契約の要旨ということで、

工事費１，０００万円、委託料２００万円の契約金額の工事、委託を掲載してあるものでございます。 

（２）企業債の概況、借入状況については、借入金はございません。償還状況については、１７６件の元金と

利息を償還いたしまして、合計金額では２億５，４０４万２，６５３円となります。明細書につきましては、１

４２ページから明細書となってございます。２７年度末の企業債の残高につきましては、２６億４，９６６万円

余となってございます。 

続きまして、ページ１３３ページをお願いをいたします。収益費用明細書となります。主なものにつきまして

御説明申し上げます。収益の部、１款農業集落排水事業収益１項営業収益１目農業集落排水施設使用料１億６１

４万６，０００円となります。これについては、農業集落排水施設使用料です。前年度と比較しまして、金額、

税抜となりますが、８２万９，５８７円の減、率にして０．８％減額となってございます。有収水量につきまし

ても３，０３１立方少なくなってございます。収納率につきましては、３月３１日末現在９８．６％、５月３１

日では９９．４％でございます。 

２目他会計負担金１億８，６３９万５，０００円につきましては、総務省の操出基準で一般会計からの繰入金

でございます。１３８ページにも資本的収入に他会計負担金があります。合わせますと２億５，０２６万７，０

００円の繰入金となってございます。 

２項営業外収益の５目長期前受金戻入については１億５，５８０万８２８円となります。これにつきましては、

先ほどのとおり現金収入の伴わない伝票上での振りかえ処理をしているものでございます。 

次に、３項の特別利益３目その他特別利益の２，１５０万４，８４３円につきましては、水道、下水道と同様

に修繕引当金の戻入となります。 

〇下水道課長 私からは費用の部、１３４ページになりますが、その主なものについて説明をさせていただきま

す。１款農業集落排水事業費用１項営業費用１目管渠費２０節委託料の２つ目の黒ポツ、マンホールポンプ場維
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持管理業務委託料４４２万８，０００円でございますが、７農業集落排水区域にありますマンホールポンプ場６

１カ所の点検清掃を行ったものでございます。 

その下の２３節修繕費の一番上の黒ポツ、マンホールポンプ修繕費７８０万３，０００円でございますが、ポ

ンプのオーバーホール、非常通報装置等の交換を行ったものでございます。 

その次に、２目浄化センター費２０節委託料の一番上の黒ポツ、農業集落排水処理施設維持管理業務委託料１，

６６３万２，０００円でございますが、農集７処理場の管理委託料でございます。その下の黒ポツ、汚泥収集運

搬業務等委託料１，４７９万１，０３８円でございますが、農集の各処理場で発生をいたしました汚泥を衛生セ

ンターまで運搬した委託料でございます。 

１３５ページをお願いをいたします。２３節修繕費１，５６２万７，６００円でございますが、農集７処理場

のばっ気装置ほかの修繕を行ったものでございます。 

その下の２８節動力費１，５００万６，９４５円でございますが、７処理場の稼動に伴います電気使用料でご

ざいます。 

〇経営管理課長 １３６ページをお願いをいたします。８目減価償却費２億４，３６９万９，０００円余につき

ましては、２７年度分の有形固定資産の減価償却費でございます。 

２項営業外費用１目支払利息及び企業債取扱諸費５，９４７万６，０００円余につきましては、１６７件の企

業債利息の支払いとなってございます。 

次のページをお願いします。１３７ページ、３目消費税４２０万円余につきましては、２７年度の納税額でご

ざいます。 

続きまして、１３８ページをお願いをいたします。４の資本的収入支出明細書、収入の部、１款資本的収入３

項負担金１目他会計負担金６，３８７万２，０００円については、総務省からの基準によります一般会計からの

繰入金となってございます。 

次のページ、１３９ページをお願いいたします。支出の部、１項の建設改良費６１６万６，０００円余につき

ましては、汚水ますの設置工事と処理場の積算記録流量計更新工事などが主なものとなってございます。 

２項企業債償還金１億９，４５６万６，０００円余につきましては、企業債償還１７６件分の元金の償還金で

ございます。 

続きまして、１２４ページをお願いをいたします。１２４ページ、農業集落排水の損益計算書税抜となります。

１の営業収益については２億８，４７４万７，３３４円、営業費用については３億４，０２３万８，２７７円と

なりまして、営業収益から営業費用を引きましたものは営業損失ということで、５，５４９万９４３円の営業損

失となります。 

この営業損失に３の営業外収益を足しまして４の営業外費用を差し引いた経常利益は３，７８４万７，７９１

円となります。ここに特別利益と特別損失を加減した当年度純利益は５，９１５万６，４２７円となってござい

ます。 

前年度繰越利益剰余金はございません。その他未処分利益剰余金変動額については、下水道でもお話ししたと

おり、減債積立金の取り崩し額３，１４９万８，５１９円が計上されてございます。前年度純利益と今の変動額

を合計いたしました当年度未処分利益剰余金は９，０６５万４，９４６円となってございます。 
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１２７ページ、１２８ページは貸借対照表となります。資産合計と負債資本合計、両方とも６８億１，６８０

万４，８４９円となってございます。 

ページ、戻っていただきまして、１２５ページをお願いいたします。４番の平成２７年度塩尻市農業集落排水

事業剰余金処分計算書（案）についてお願いいたします。先ほどの１２４ページの損益計算書で御説明いたしま

した当年度未処分利益剰余金９，０６５万４，９４６円について、議会の議決により処分をお願いするものでご

ざいます。処分する積立金につきましては、下水道と同じように減債積立金と建設改良積立金、自己資本金への

組入の３つの処分をいたします。処分する金額についても下水道と同じ考えといたしまして、自己資本金には減

債積立金の取り崩し額、既に費用として支出してあります３，１４９万８，５１９円を組み入れるものでござい

ます。それとあと建設改良積立金につきましては、先ほどの特別利益、修繕引当金の戻入益２，１５０万４，８

４３円を将来の建設改良の財源として積み立てをいたします。残りの金額３，７６５万１，５８４円を減債積立

金へ積み立てることといたしました。説明は以上でございます。よろしく御審議をお願いいたします。 

〇委員長 質疑を行います。委員より御質問、御意見ございますか。 

よろしいですか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 それでは、自由討議を割愛して討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 ないので、採決を行います。議案第１０号平成２７年度塩尻市農業集落排水事業会計剰余金の処分及

び決算認定については、全員一致をもって可決及び認定すべきものと決しました。 

そうしましたら、午後１時まで休憩といたします。それから、１時よりは請願の審査を行った後、引き続き決

算の審査を行いますのでお願いをいたします。以上です。 

午前１１時５４分 休憩 

――――――――――― 

午後 ０時５６分 再開 

〇委員長 それでは、若干時間が早いですが、休憩を解いて、お集まりですので再開をいたします。午前に引き

続き審査を行います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

請願９月第２号 一般国道１５３号両小野バイパスの早期事業化に関する請願 

〇委員長 本日はですね、議会第２号一般国道１５３号両小野バイパスの早期事業化に関する請願を議題といた

します。それでは、本日は議会基本条例第７条４項に基づきまして、請願者の両小野バイパス整備促進期成同盟

会の副理事長の金井盛吉氏、それから小野貞雄氏、それぞれお見えでございますので、説明をいただきたいと思

います。それではまず横沢議員、お願いいたします。 

〇横沢英一議員 御苦労さまでございます。紹介議員の横沢でございます。きょうは請願としてですね、国道１

５３号線両小野バイパスの早期事業化に向けて、ぜひ御同意をいただいてですね、関係機関に意見書を提出した

いものでございますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。きょうの請願者でございますが、ただい

ま委員長のほうから報告がありましたように、両小野地区のバイパス促進期成同盟会の副理事長をやっておりま



24 

 

す金井盛吉さんと同委員の小野貞雄さんでございますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。それで

は、説明を金井盛吉さんのほうからお願いを申し上げたいと思います。 

〇委員長 それでは金井さん、お願いいたします。 

〇請願説明員 私は、両小野バイパス整備促進期成同盟会の副理事長の金井盛吉です。請願要旨の説明をさせて

いただきます。まず、請願事項ですが、一般国道１５３号両小野バイパスの早期事業化を関係機関に強く要望し

ていただくよう請願するものであります。一般国道１５３号は、中京圏と長野県中信地域を結ぶ重要な幹線道路

です。全国的なネットワークを形成する中央自動車道の代替機能を有する路線であります。加えて、大規模災害

時には緊急輸送路となる極めて重要な路線となっております。特にこれまでの東北信地域の北陸新幹線に続き、

平成３９年に予定されるリニア中央新幹線の開通により南信地域にも高速鉄道整備がされ、移動時間の短縮によ

る産業立地の向上、観光の振興、交流人口の増加など効果も期待され、ますます中南信地域のアクセス道路とし

て期待されます。しかしながら、一般国道１５３号は交通量も非常に多く、中信地域と南信地域を結ぶ唯一の国

道でありながら、辰野町から塩尻市までは車道と歩道が狭い上、道路もない箇所も多く、代替路線もないため、

地域住民の安全安心を確保することが困難となっております。また、善知鳥峠付近は山岳地形や急勾配、冬期の

積雪や凍結などに起因する交通障害により住民生活や物流に大きな影響を及ぼしておりますが、このような道路

改良が進展しない状況であります。 

つきましては、先ほど申し上げましたように、一般国道１５３号の重要性が今後ますます高まることが予想さ

れる中、交通障害が発生しても寸断されない交通ネットワーク構築のため、両小野バイパスの早期事業化が実現

するために、関係機関に意見書を提出いただくよう強く要望いたします。どうか本委員会の議員の皆様におかれ

ましては、請願趣旨を御理解いただき、全員一致で採択いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問、御意見ございませんか。 

〇中野重則委員 現時点で把握されている１５３号の交通量、どのぐらい交通量あるか、わかったら。 

〇課長補佐（総務管理係長） 私どもで把握している交通量でございますが、こちらの地元の皆様が過去に調査

をしていただいたという数字がございまして、そちら約１日に１万２，０００台というような状況でございます。 

〇中野重則委員 地元の関係の皆さんが調査ということでありますが、県道ですので、県でやったデータってい

うのはないですかね。 

〇課長補佐（総務管理係長） 交通センサス等の状況もございますが、今手元にございませんので、後ほどお答

えをさせていただきたいと思います。 

〇中野重則委員 お願いします。 

〇委員長 ほかに、委員よりございませんか。 

〇中村努委員 この件につきましては、議会報告会でテーマとして意見交換させていただいて、中身については

十分承知をしております。両小野バイパスということですので、辰野町あるいは辰野町議会への働きかけの状況

というのがわかったら教えてください。 

〇横沢英一議員 今、辰野町のですね、町を挙げて交通の、特に１５３号線についてはですね、各区長さん方が

お集まりをして、関係者がお集まりをして論議をする機会がございまして、その機会にも行政のほうからしっか

りお願いをしていくということにもなっておりますし、それと辰野町もですね、この１５３号線の促進期成同盟
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会っていう今、駒ヶ根市が事務局をやっておりますが、ここへもですね、定期的に陳情をしていただいておりま

す。私どもも松本建設事務所へは毎年１回は必ず陳情をしておりますし、今度はこの両小野バイパスの促進期成

同盟会としてもですね、駒ヶ根市の事務局等へ、県へも陳情しているのが実情でございます。 

〇中村努委員 対象となる区間が市と町とにかかわってきますので、できれば今後、辰野町議会からも同様な意

見書が出れば格好がいいかなと思いますので、またその辺は御検討ください。 

〇委員長 答弁、求めませんか。要望です。よろしくお願いいたします。ほかにございますか。 

〇副委員長 文面にも書いてございますけれども、直近といいますか、最新の平成３９年リニアとございました

けれども、そことどのような何といいますか、つながりになっていくのか、直近でおわかりになったら教えてく

ださい。 

〇横沢英一議員 今、３９年には中央リニアの飯田駅ができ、そこを供用開始をするということになっているわ

けでございますが、やはり高速鉄道網がですね、先ほど請願者のほうからお話がありましたように、北信と東信

は北陸新幹線、そして南信はこの中央リニア新幹線ということでございまして、中信地区はですね、高速鉄道網

から取り残されてしまうわけです。そんな中でですね、とにかくこの駅へ中信地域の皆さんが利用しやすくする

ためには、何といっても高速道はもちろんでございますが、一般国道の１５３号線のとにかくボトルネックにな

っているこの地域を１日も早く解消するというのが、これは県全体のネットワークから考えても重要なことは、

私は思っておりますし、きょう請願をする皆さんも全く同意見でございます。そういうことでよろしいですかね。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇副委員長 それは十分理解しているつもりなんですが、なかなか例えば長野新幹線のときにもですね、なかな

かこちらのほうまでのアクセスっていうのは思うようにならなかった。タイミング的にどう同期できるかってい

うことは、ちょっと私なんかは知るよしもないんですけれども、高速以外のリニア開通後の動向で何か大きな動

きがあるのか、何か検討されているのかというところを、情報をお持ちでしたら教えていただきたい。 

〇横沢英一議員 今ですね、中央リニアができますと、その周辺はですね、道路網が今、村田委員さんおっしゃ

られたように積極的に取り組まれるということは聞いております。しかしながらですね、今県の予算、国の予算

も非常に厳しい中で大型事業が今、上伊那、下伊那を積極的にやっていると。これは１５３号線のことですが。

そのほかにいろいろの事業が進めておられるもんですから、なかなかこっちの両小野バイパスには来ないという

ことは私どもも承知しております。しかしながらですね、こういう活動をしないとますます遅れていくというこ

とは間違いないもんですから、ぜひ塩尻市議会の委員の皆さんにもこの間、先ほど中村委員がおっしゃられまし

たように、議会報告会を行ってですね、やっぱり地域の考え方やなんかもしっかり聞いていただいたもんですか

ら、そのようなことをぜひ理解をいただきたいなと、こんなふうに思います。したがいまして、私どもはこれか

らですね、これのほかに国会議員だとかそういう皆さんにも陳情をしながら、何とか１歩でも半歩でも近づくよ

うに、そんな努力を地域としてやっていきたいと、こんなふうに思っております。 

〇委員長 よろしいですか。ほかにございますか。 

〇牧野直樹委員 文章の中にリニア中央新幹線長野駅へのアクセスってあるんだけど、飯田にできるリニア新幹

線の駅は長野駅っていう名前になるだかい。 

〇横沢英一議員 多分ですね、長野になるのか飯田になるのかわからないんですが、私はここの文章の中でです
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ね、ここに長野駅って言っちゃうと北信の長野と間違えてしまうような気がするもんですから、飯田駅ってあえ

て書かせていただきました。確かに。 

〔「長野駅」の声あり〕 

〇横沢英一議員 ああそうか。済みません。それでですね、いずれにしましても、公用の文章は長野駅というよ

うなことで表示をされております。要は、そこの地名がまだしっかり決まっていないもんですから、一応これは

長野駅ということに公用文章はそういうふうになっておるんですが、私も陳情を請願したときには飯田駅という

ふうに表現させてもらってはおりますが、そこはそんな意味合いでございますのでお願いします。 

〇牧野直樹委員 それじゃあ文章的にはいいだね。 

〇横沢英一議員 ええ、そうです。 

〇委員長 よろしいでしょうか。 

〇課長補佐（総務管理係長） 先ほどの交通量でございますけれども、平成２２年度の道路交通センサス報告書

に基づきます平日交通量、２４時間のものでございますけれども、小型車が９，０９３台、大型車が１，６０３

台、合計１万６９６台でございます。 

〇中野重則委員 いいです。わかりました。 

〇委員長 よろしいですか。ほかに御質問ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 よろしいでしょうか。それでは、自由討議を行います。ございませんか。 

〇古畑秀夫委員 議会報告会の中でもいろいろと地元の皆さん方の御意見お伺いして、なかなか家が揺れてしま

うとか、事故が多いとかというようなお話などもいただいておりまして、大変生活していく上でも大変危険であ

ったり、安心安全が保てないというお話もお伺いしておりますので、ぜひこの意見書は上げていくべきだと私は

思います。以上です。 

〇委員長 ほかにございますか。よろしいでしょうか。 

それでは、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 なし。ないので、採決を行います。議会第２号一般国道１５３号両小野バイパスの早期事業化に関す

る請願については、原案のとおり採択することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇委員長 なしと認め、議案議会第２号については、全員一致をもって採択すべきものと決しました。ありがと

うございました。 

それでは、次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１３号 塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理者の指定について 

〇委員長 議案第１３号塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理者の指定についてを議題といたします。説明を求めま

す。 

〇ブランド観光商工課長 議案第１３号塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理者の指定について御説明申し上げま
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す。議案関係資料１３ページをお願いします。１、提案の理由ですが、塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理期間が

平成２９年３月３１日で満了するため、満了後の翌日から３年間の指定管理者を指定することについて、地方自

治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものです。 

概要ですが、塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理者に次の者を指定するものです。（１）施設の名称、塩尻市奈

良井宿駐車場。（２）施設の所在地、塩尻市大字奈良井１０１番地１１。指定の相手方、塩尻市大字奈良井４９７

番地３、奈良井区、代表者、大矢喜久男。指定の期間、平成２９年４月１日から平成３２年３月３１日まで。 

候補者決定の経緯ですが、ことし６月１日から３０日の間、指定管理者の公募を行いました。それに対しまし

て、応募者はただいまの奈良井区１名のみでした。７月２２日、プロポーザルを実施いたしました。あわせて選

定審査会を行い、候補者が決定されました。 

選定の理由ですが、利用者の利便性向上や地域貢献のための取り組みが評価できる。地元住民を活用しながら

意欲的に管理に取り組んでいる点が評価できる。以上です。 

〇委員長 質疑を行います。委員より御質問、御意見ございますか。よろしいでしょうか。 

それでは、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 ないので、採決を行います。議案第１３号塩尻市奈良井宿駐車場の指定管理者の指定については、全

員一致をもって可決すべきものと決しました。次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１４号 市道路線の認定について 

〇委員長 議案第１４号市道路線の認定についてを議題といたします。説明を求めます。 

〇建設課長 それでは、議案関係書類の１４ページをお開きください。市道路線の認定について。提案理由です

が、市道路線の認定について、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

概要につきましては、新たに４路線を認定するものでございます。開発事業に伴います市道認定でございます。

路線番号３５４５、路線名、渋川支線と、その下の３５４６、路線名、渋川２号支線につきましては、関連があ

りますので、一緒に説明をさせていただきます。右のページ、１５ページをごらんください。地区は大門五番町、

場所は日ノ出町交差点から南側、ガソリンスタンドの西側、以前に筑摩工業のあった場所でございます。詳細で

ございますが、路線番号３５４５につきましては、延長約６３メートル、幅員６メートル、転回広場１カ所、３

５４６につきましては、延長約２７メートル、幅員６メートル、この２路線を含みます同じ開発によるものでご

ざいます。両側に自由勾配側溝、雨水につきましては浸透ます処理でございます。 

続きまして、路線番号３５４７、路線名、高校東６号線でございます。１６ページをごらんください。地区は

高出３区、場所でございますが、塩尻志学館高校東側でございます。延長約２３メートル、幅員４．５メートル、

両側側溝、雨水は浸透ます処理でございます。 

その下の路線番号４２４３、路線名、高出８号支線でございます。１７ページをごらんください。地区は高出

の２区、場所は市営球場北側、森紙業さんの南側でございます。延長約６３メートル、奥に１カ所の転回広場を

有し、両側自由勾配側溝、雨水につきましては、今回の東側にあります田川左岸５号雨水幹線への合流でござい

ます。以上が今回市道認定する路線でございます。 
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参考といたしまして、今回御提案させていただくことによりまして、市道路線数は４路線増の２，４８６路線、

総延長距離は１７６メートル増の８９万１，１９６メートルになります。御審議のほど、よろしくお願いをいた

します。 

〇委員長 それでは、委員より質問、御意見等ございますか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 よろしいでしょうか。ないので、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 ないので、採決を行います。議案第１４号市道路線の認定については、全員一致をもって可決すべき

ものと決しました。次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１５号 平成２８年度塩尻市一般会計補正予算（第３号）中 歳出４款衛生費中２項清掃費、６款農林水

産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費 

〇委員長 議案第１５号平成２８年度塩尻市一般会計補正予算（第３号）中、歳出４款衛生費中２項清掃費、６

款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費を議題といたします。説明を求めます。 

〇下水道課長 それでは、議案第１５号平成２８年度塩尻市一般会計補正予算について御説明申し上げます。別

添の一般会計補正予算第３号の１５、１６ページをお開きください。４款衛生費２項清掃費１目し尿処理費１１

需用費営繕修繕料７０万２，０００円につきましては、現在使用をしております装置の一部が故障したことによ

り、その修繕費として増額をお願いするものでございます。以上でございます。 

〇農政課長 それでは、議案資料の１７、１８ページをお開きください。６款農林水産業費１項農業費３目農業

振興費１９節負担金補助及び交付金、ぶどうの郷づくり等推進事業中、果樹共済加入推進事業補助金でございま

す。果樹共済は、農業災害補償法に基づきまして自然災害による減収減益などの農業災害に備える農業災害補償

制度の一部でございます。国においては、特別会計によりまして共済金額の一部を再保険するとともに、農家が

負担する共済基金の２分の１を負担し、制度の円滑な運営を図っているところでございます。本市におきまして

も、農家が負担する共済掛金のさらに２分の１を補助し、自然災害に対するセーフティネットとして果樹共済加

入を促進しているところでございます。今回の補正、１０３万７，０００円につきましては、中信農業共済組合、

通称ＮＯＳＡＩ中信におきまして、平成２７年度に実施された３年に１度の掛金率見直しに伴う請求額と当初予

算額との差でございます。増加要因といたしましては、天候不順の影響や、高価格品種への改植強化に伴う果樹

販売単価の上昇や、また昨今の大規模自然災害の発生によります共済金の支払額増に伴います掛金率の上昇、ま

たワイナリー自社畑拡張に伴う加入面積の増でございます。 

続けてお願いいたします。２つ目の白丸、ため池耐震化事業、設計委託料５５９万９，０００円でございます。

こちらにつきましては、国が２分の１を補助し、自治体が残り２分の１を負担して実施する農村地域防災減災事

業において、本年度耐震性点検調査を要望していた本山ため池のほかに新たに１カ所が前倒しで実施可能となっ

たことから、南内田区に位置します雨洞ため池の耐震点検調査を実施するための設計委託料の増額補正をお願い

するものでございます。私からは以上です。 

〇森林課長 引き続きまして、２項林業費１目林業総務費につきまして、４８６万２，０００円の増額補正をお
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願いするものでございます。右側の説明欄の白丸、林業被害防止対策事業諸経費４８６万２，０００円でござい

ますが、内訳といたしまして、松くい虫被害対策が２８６万円、鳥獣被害対策としての緩衝帯整備事業に２００

万２，０００円となっております。１つ目の黒ポツ、臨時作業員賃金２４万５，０００円ですけれども、最近の

松くい虫被害の増加傾向に伴いまして松枯損木の処理を行う臨時職員を１０月から１２月までの３カ月間雇用す

るもので、現場の確認、検体採取、地権者承諾、業者発注までの一連の業務を行うものであります。次の消耗品

費１８１万５，０００円ですが、公共施設におけます守るべき松について、それにつきまして松くい虫の被害予

防剤、いわゆる樹幹注入をする際の注入剤の購入費であります。庁内関係課に守るべき松について調査を依頼し

まして、結果、学校関係で６５本、保育園２本、一里塚等文化施設２５本、公園で２本、本庁舎２本の合計９６

本の松について予防剤の注入を実施することとしております。次の黒ポツ、森林づくり推進支援金事業委託料２

００万２，０００円についてですけれども、洗馬地区で本年度熊の出没が多発したため、その対策といたしまし

て実施しました緩衝帯整備に係る費用でございます。洗馬小、それから西部中の通学路となっています県道沿い

の竹やぶを中心に２カ所、約２．２ヘクタールを整備したもので、緊急性を要したため、予算上は同一節内予算

を先行して執行させていただいたものでございます。次の黒ポツ、樹木病虫害診断委託料４０万円ですが、公共

施設の松への樹幹注入に際しまして、薬剤によります副作用を防止するために、注入実施前に樹勢診断を実施す

る費用でございます。次の黒ポツ、森林被害対策事業補助金４０万円ですが、市内におけます松くい虫被害の蔓

延を防止するために、個人や団体等が所有または管理します松の松くい虫防除事業に対し補助を実施するもので

ございまして、内容は樹幹注入に対しては薬剤購入費の２分の１以内で、個人では１万５，０００円、団体は５

万円を上限といたします。また薬剤散布に対しましては、薬剤購入費の２分の１以内で５，０００円を限度とす

るものであります。 

次に３目造林費でございます。右側の説明欄、白丸、森林再生林業振興事業１，１１７万１，０００円でござ

います。これは、森林整備補助金の増額をお願いするものでございまして、松本広域森林組合及び木曽森林組合

の森林整備計画変更に伴います市のかさ上げ補助金の増額を６７３万円計上させていただき、また雨氷被害林の

整備事業に対するかさ上げ分補助金として４４４万１，０００円を計上させていただき、合わせて１，１１７万

１，０００円の増額補正をお願いするものでございます。私からは以上でございます。 

〇ブランド観光商工課長 ７款商工費１項商工費５目観光費の補正についてお願いいたします。負担金補助及び

交付金、広域観光推進事業、中山道鳥居峠観光宣伝協議会負担金５０万円についてお願いするものでございます。

中山道鳥居峠観光宣伝協議会は、塩尻市と木祖村で構成する鳥居峠を中心とした観光整備を行っていこうという

団体です。こちらの団体で形成しました元気づくり支援交付金がこのたび決定いたしました。中山道トレッキン

グ再興事業という事業で、具体的な事業内容としましては、コース内の安全調査及び安全補強を行うものです。

以上です。 

〇建設課長 それでは、１枚おめくりいただきまして、１９ページ、２０ページをお開きください。８款土木費

２項道路橋梁費１目道路橋梁総務費、１つ目の白丸、道路橋梁事業諸経費、黒ポツ、県単道路事業等負担金６７

万５，０００円でございます。こちらでございますが、県で行います県単街路事業、都市計画道路大門中山道線

に伴う設計業務の負担金でございます。都市計画道路大門中山道線でございますが、通称県道床尾大門線といっ

たほうがわかりやすいかと思います。平出からＪＲとの交差部を含めたルート案の検討を行い、都市計画変更を
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行うことに資する資料作成のための予備設計を行うというものでございます。負担率につきましては１５％とな

っております。 

続きまして、２目道路維持費、１つ目の白丸、道路維持改良事業１，９００万円でございますが、こちら３点

につきましては資料を用意いたしましたので、配付させていただいてよろしいでしょうか。 

〇委員長 これを認めます。 

〇建設課長 それでは、１つ目の黒ポツ、重機借上料９００万円でございます。そちらにつきましては、本年１

月の雨氷被害に伴う倒木、樹木の枝葉や落ち葉による側溝の堆積、詰まりを解消し、道路の有効幅員の確保、側

溝の機能回復を図り、安全安心のための整備を行うものでございます。２つ目の黒ポツ、維持改良工事５００万

円でございます。こちらについてですが、現在道路照明灯ＬＥＤ化推進事業を行っており、事業目的である効果

といたしまして、ＬＥＤ化による省エネルギー化及び電気料金の削減、環境負荷の低減及び財政負担の軽減が図

られるものでございます。事業の構成といたしましては、最初にＬＥＤ道路照明灯の調査事業、その後ＬＥＤ道

路の照明灯導入に当たっての現況調査などを行います。続いてＬＥＤ道路照明灯導入事業といたしまして、調査

に基づきＬＥＤの照明灯への取りかえ工事と契約期間内における維持管理を含めたリース契約となっているとこ

ろでございます。今回補正をお願いするものにつきましては、現在行っております調査業務において２０灯程度

の支柱の老朽化が著しく、今後進める照明のＬＥＤ化に対し支障があることより、照明の交換とあわせて照明柱

の交換を行わさせていただくものでございます。３つ目の黒ポツ、補修用資材５００万円でございますが、道路

補修用資材の購入でございます。舗装改良等により道路の改修を行っているところでございますが、道路の舗装

状況が悪く、雨の降った翌日には損傷が多くなっております。早急な対応が必要であり、昨年度後半からはより

耐久性のある全天候型補修用資材に変更させていただき、施工をしております。応急的な道路補修を行うため補

修用資材を購入するものでございます。以上が資料の説明と補正の内容でございます。 

続きまして、白丸、幹線道路整備事業でございます。１つ目の測量設計調査委託料１００万円でございますが、

こちらにつきましては、歯科大東側の七差路の交差点部分と、町区公民館から南側に進み、塩尻東支所方面へ向

かう国道１５３号線との交差路、クランクになっているところでございます。この２カ所の現況測量を行いまし

て、今後の交差点事業の進展を図るものでございます。以上でございます。 

〇農政課長 それでは、資料の２１、２２ページをお開きください。１１款災害復旧費１項農林水産施設災害復

旧費１目市単農業施設災害復旧費、最初の白丸、市単農業施設災害復旧費でございます。災害復旧工事６３万８，

０００円の増額補正でございます。こちらにつきましては、本年１月に発生いたしました雨氷被害対策として増

額補正をお願いするもので、場所は東山１号ため池でございます。ため池に隣接いたします隣地からの倒木によ

りまして進入防止フェンスの一部が倒壊したことから、市外にお住まいの隣地所有者に報告するとともに倒木処

理を依頼してまいりましたが、このたび伐採許可をいただくことができましたので、倒木除去及びフェンス修繕

を行うための工事費の補正をお願いするものでございます。私からは以上です。 

〇森林課長 続きまして、２目市単林業施設災害復旧費でございます。３３５万円の増額補正でございます。内

容は、８月４日の大雨によります林道の路面洗掘、路肩崩壊等の復旧に要する費用でございまして、片丘地区で

１１カ所、塩尻東地区２カ所、宗賀地区２カ所の合計１５カ所の林道の復旧費といたしまして、重機借上料、補

修用資材を計上するものでございます。私からは以上でございます。 
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〇建設課長 続きましてその下、１１款災害復旧費２項土木施設災害復旧費１目市単土木施設災害復旧費、白丸

の市単土木施設災害復旧費の１つ目の黒ポツ、重機借上料４４０万円でございます。こちらにつきましては、今

お話のありましたとおり、８月１日から８月４日にかけて片丘東山方面に大雨が降った関係におきまして、高ボ

ッチ周辺の市道においてのり面の崩壊、崩落、道路洗掘、土砂流出がありましたので、そちらを早急に復旧させ

ていただくものでございます。私のほうからは以上でございます。よろしく御審議のほどをお願いします。 

〇委員長 それでは、質疑を行います。委員より御質問等ございますか。 

〇中村努委員 １８ページのため池の耐震化事業ですが、補助率２分の１っていう説明だったんですが、２分の

１になっていないのはどういうことでしょうか。 

〇農政課長 詳細につきまして確認いたしまして、後ほどお答え申し上げます。 

〇古畑秀夫委員 同じくその下ですが、森林づくり推進支援金事業ということで、洗馬地区で熊の出没が春先相

次いだということで急遽、河岸段丘を中心に取り組んでいただきましたけれども、地元の皆さん、大変感謝して

おりますので御報告しておきますが、これは大体、工事はもう終了したということでしょうか。 

〇森林課長 夏休みが終わるのをめどに終了ということで進めてまいりました。 

〇古畑秀夫委員 それから、その下のいわゆる松くい虫対策としての樹木へのあれですか、薬っていうかの注入

の関係、消耗品か、消耗品費で９６本ということですが、これは公的なところのいわゆるアカマツを大事な、大

事というか残したほうがいいというような大事な部分が、全体が含まれているっていう理解ですかね。 

〇森林課長 庁内の関係課に集まっていただきまして事情を説明し、公共施設においては、市が管理する中で守

るべき必要な松をそれぞれで検討して挙げてくれということでお願いをしました。挙がってきた数が９６本の松

ということでございまして、それに対し、この冬、樹幹注入の処理を行うという予定でおります。 

〇古畑秀夫委員 もう１つ、その樹幹注入っていうのは時期があってあれでしょうかね。いつごろやるのが有効

なのかっていうのは、わかりましたら。 

〇森林課長 松は、水や養分を吸い上げているときにはあまり好ましくないということでございまして、冬の期

間、１１月から３月上旬、３月までの冬の間がふさわしいとされております。 

〇委員長 ほかにございますか。 

〇副委員長 同じく松くい虫の話です。ことしずっと見ていますとですね、市街地に入ってくるものっていうよ

りも圧倒的に林野のほうの展開といいますか、それが急なような気がしていまして、守るべきっていうところ、

ちょっと気になったんですけど、役所の中の部署で挙げてもらったっていうことなんですけど、それが全体の松

くい虫、線虫の数をどう抑えるかっていう観点からしたときに、ちょっと少なくはないかいというような感じな

んですね。どこまで抑えられるかっていうのは、この前議会のとき、議長たちとお話ししましたけれども、今年

度がやっぱり勝負だと思うんですね。樹幹注入は複数年効用がつながる、効能ですか、つながるっていうことで

すから、本来もっと積極的に多くの本数をやってもいいんじゃないかと。多くの本数をやるための何ていいます

かね、体制といいますか、何かそんなようなことで手を打つべきじゃないかと思うんですが、お考えをお聞きし

たいと思います。 

〇森林課長 今回実施しますのは市が管理する公共施設ということで、学校、保育園、公園、文化施設等々の管

理者、関係課に集まっていただきまして松くい虫の被害状況、それから松くい虫について説明申し上げ、管理す
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る側として残すべき必要な松をそれぞれで決定していただくということで、関係課には判断を委ねました。例え

ば公園等でありますと、何十本、１００本と松があるわけですが、それら全てに樹幹注入をするとなりますと、

何百万円という、それだけで費用がかかってまいります。そこら辺も勘案しながら、枯れたらすぐ伐倒処理する

分と、例えば正面にある見える松については、これは樹幹注入で守っておこうとか、そんなような部分までいろ

いろ話し合いをしまして、結果出てきた数字がこの本数でございます。以上です。 

〇副委員長 そういう意味で、９６本でしたっけ、を対象にして樹幹注入をやりますよっていうお考えなわけで

すね。そうすると、守るべき松っていうのは人によって違うと思うんですね。地域でいったら地域でまたあるか

もしれないし、市の管轄以外にもきっと当然あると思います。その中で、ことしの１１月からの対応が大きな意

味を持つ施策だっていうときに、本当にそれで初年度対応って十分なのかっていうのをもう１度ちょっと検討い

ただけないかなと思います。 

〇委員長 要望でよろしいですか。 

〇副委員長 はい。 

〇委員長 ほかにございますか。 

〇中野重則委員 ２０ページの道路維持改良事業について２点ほどお伺いをいたします。まず、維持改良工事の

５００万円でありますが、これは照明灯の照明柱をかえるということだと思いますけど、２０カ所の２５万円で

５００万円ということで、これはＬＥＤの電灯も入っていての金額かどうかということと、原材料購入費の５０

０万円でありますが、やっぱり道路賠償責任保険の適用が結構あるわけでありまして、小まめにこういう作業を

することが必要かなと思いますが、今回５００万円かけて買うのに何袋、それで全体として１年間に全天候型の

常温合材、何袋ぐらい使っているか、その２点についてお伺いしたいと思います。 

〇建設課長 まず１点目の維持改良工事の関係でございます。こちら、道路照明の照明器具は含まれてございま

せん。道路支柱の基礎からポールという形で木を植えつけ込みということで、１灯あたり大体、おおむね２５万

くらいかかるということで、２０本という形をとってございます。また、補修用資材の関係につきましては、担

当係長のほうから説明をさせていただきます。 

〇維持係長 補修用資材につきましてお答えいたします。今回の５００万円でございますけれども、現在使用し

ております全天候型の常温合材でございますが、２０キロ袋で約２，５００円でございます。全てが常温合材、

補修用資材というわけではございませんけれども、おおむね２，０００袋を購入する予定でございます。年間ど

のくらいかというものでございましたけれども、こちらについても前期でおおむね２，０００袋を消費している

ところでございます。以上です。 

〇中野重則委員 そうすると、年間で２，０００袋程度で間に合っているということでしょうか。結構最近パト

ロール以外で各区の役員が作業でやるようなことも見えますので、２，０００袋で足りているかどうか、足りて

いるっていうことでしょうかね。 

〇維持係長 済みません。説明が悪くて。通常の当初の予算で２，０００袋を購入いたしまして、今回の補正の

予算でおおむね２，０００袋を購入ということで、合計にしますと４，０００袋でございます。４，０００袋あ

ればおおむね地域の皆さんにやっているものも含めて足りるという計算でございます。 

〇中野重則委員 わかりました。 
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〇委員長 ほかにございますか。 

〇中村努委員 今のところですけど、国の補助事業ということなので、これ全体の工事が完了したところで補助

金の補正対応みたいになるんですか。 

〇建設課長 担当係長のほうから説明申し上げます。 

〇維持係長 済みません。ＬＥＤの推進事業でございますけれども、説明資料のほうにも記述はしてあるんです

けれども、照明柱につきましては補助事業の対象外となりますので、特段この照明柱の５００万円については補

助事業、補正等追加の要望の申請の予定はございません。 

〇中村努委員 いいです。 

〇委員長 いいですか。ほかにございますか。 

それでは、質疑を終結して。 

〇農政課長 先ほど中村委員から御質問いただいた件につきまして、担当の課長補佐より御答弁申し上げます。 

〇課長補佐（農村整備係長） 済みません。ため池のほうのため池耐震調査の関係になりますが、２５０万円と

いうのは国の国庫補助の対象額、基本額っていうのが５００万円でして、それに対して２分の１で５００万円。

基本的には、当初１カ所で国の予算は５００万円でして、１カ所追加っていうことで、国のほうの基本の対象額

っていうのは１，０００万円になりました。基本的に５００万円ふえた分で国庫補助のほうだけは、その５００

万円の２分の１ということで２５０万円となっております。あとは基本的に単費のほうでという、端数はもう単

費のほうで対応ということになると思います。以上です。 

〇委員長 よろしいですか。 

〇中村努委員 ということは、国の基準より余分にかかったっていう意味ですか。 

〇課長補佐（農村整備係長） そうです。一応、基本的に１，０００万円の枠を超えて、実際積算をしたときに

１，０６４万９，０００円という積算の形になりまして、その出た分は単費で対応しろっていうのが県の指導で

した。 

〇委員長 よろしいですか。ほかにございますか。 

それでは、質疑を終結して自由討議を割愛し、討論を行います。ありませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

〇委員長 それでは、採決を行います。議案第１５号平成２８年度塩尻市一般会計補正予算（第３号）中、歳出

４款衛生費中２項清掃費、６款農林水産業費、７款商工費、８款土木費、１１款災害復旧費については、可決す

るものでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇委員長 異議なしと認め、全会一致をもって可決すべきものと決しました。 

大変申しわけないんですが、先ほど請願についてですね、意見書を提出するものでありまして、意見書の提出

についてちょっとここで審査をしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

意見書の案文がありますので、事務局から配付を願います。 

それではですね、意見書について朗読を省いてよろしいでしょうか。 

〔「はい」の声あり〕 
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〇委員長 御質問、御意見よろしいでしょうか。 

〔「はい」の声あり〕 

〇委員長 それでは、委員会として意見書を提出したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇委員長 それでは、意見書を提出したいと思います。字句、数字、その他整理を要するものについては委員長

に一任願いたいが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇委員長 ありがとうございます。 

〇中村努委員 一番下に書いてある知事宛てと、期成同盟会に対して意見書を出すの。 

〇委員長 この会、別なんですよ。これね、１５３号改良期成同盟会宛てで出すと。きょう来たのは両小野バイ

パスの期成同盟会。 

〇中村努委員 国に対して出すんじゃなくて。 

〇古畑秀夫委員 国に出したほうがいいよね、出すとすれば。 

〇委員長 抜けたですけど。そうですね。わかりました。じゃあ、国に対して提出して、一応管理者である県に

対しても出すという形で、字句の修正と、あときょう来た請願者に対してもことわりを行いたいと思いますが、

よろしいでしょうか。 

〔「はい」の声あり〕 

〇委員長 ありがとうございます。それでは、次に進みます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議案第１９号 平成２８年度塩尻市水道事業会計補正予算（第１号） 

〇委員長 議案第１９号平成２８年度塩尻市水道事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。説明を求め

ます。 

〇経営管理課長 それでは、議案第１９号。 

〇委員長 着座のまま、構いません。 

〇経営管理課長 では、失礼いたします。別冊となりますが、補正予算（第１号）をお願いをいたします。まず

２条といたしまして、業務の予定量を次のとおり補正するものでございます。配水施設整備事業については５，

１９９万２，０００円を減額して１億２，５５０万８，０００円に、東山水系水道システム再構築事業について

７７９万円を減額し１億５２１万円に、エプソンにかかわります吉田地区配水施設整備事業については、新たに

業務量を２億９，７４５万６，０００円と定めるものでございます。 

続きまして、３条収益的収入及び支出の補正につきましては、支出で水道事業費用について４８４万円を増額

し１５億１，９８９万６，０００円とするものでございます。 

続きまして、第４条資本的収入及び支出につきまして、まず収入では、資本的収入の補正額２億６，６４２万

７，０００円を増額し３億７，３８１万６，０００円に、支出では２億６，７０９万６，０００円を増額いたし

まして１０億５，６５３万円に補正をするものでございます。これによりまして、４条のところの文面の中にあ

りますが、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額６億８，２０４万５，０００円を６億８，２７１万４，
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０００円に、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３，２３２万５，０００円を５，００５万９，０

００円に、当年度分損益勘定留保資金３億８，６３５万円を３億６，９２８万５，０００円に補正をいたします。 

次のページをお願いをいたします。５条企業債ということで、当初、企業債８，１００万円を借りることとし

てございましたが、今回の補正によりまして２億６，２００万円を増額し３億４，３００万円とするものでござ

います。 

次に、６条といたしまして債務負担行為、１１条に債務負担行為をすることのできる事項、期間及び限度額を

次のとおり定めます。これにつきましては、７ページ、８ページに債務負担行為に関する調書が載っていますの

で、あわせてごらんをいただきたいと思います。まず、債務負担行為ができる事項につきましては、水道料金等

徴収業務委託、限度額を５億３，９４６万円とするものです。あと、その下４つにつきましては、エプソンの拡

張事業に伴う吉田地区の配水施設整備事業の各工事ごとにそれぞれ限度額を定めるものでございます。 

続きまして、１２ページをお願いをいたします。説明の明細書となります。 

〇副事業部長（上水道課長） １２ページをお願いいたします。収益的収入及び支出の支出でございます。３条

予算となります。２１款水道事業費用１項営業費用２目配水及び給水費のうちの２３節修繕費でございます。１，

９００万円の増額でございます。平成２９年度完了に向け事業進捗をしているところでございますが、本年度７

６０件を解消することに伴いまして、労務単価の上昇など工事費の増額に伴う補正をお願いするものでございま

す。 

次の２７節路面復旧費１３１万２，０００円につきましては、給排水工事の路面の傷みによるそれぞれの路面

復旧面積に伴います補正をお願いするものでございます。 

〇経営管理課長 ４目業務費をお願いいたします。４０６万９，０００円を増額し１億６，８９９万５，０００

円とするものでございます。備考欄をお願いいたします。黒ポツ、検針委託料、その下の開閉栓委託料、満期メ

ーター取替委託料のそれぞれにつきましては、労務単価等の上昇による増額補正となってございます。その下、

一番下、納付書読み取り機器更新委託料２６５万５，０００円につきましては、現在使っている機器につきまし

て、２１年の１０月から使用しているものでございますが、それが今年度に入りまして故障をしてしまっている

ために機器を更新するものでございます。現在は代替用具等を使用している状況となってございます。 

続きまして、資本的収入及び支出、１３ページをお願いをいたします。資本的収入の１項企業債につきまして

は先ほど御説明いたしましたが、エプソンにかかわる事業の増額ということで２億６，２００万円を増額し３億

４，３００万円とするものでございます。 

３項負担金、他会計負担金４４２万７，０００円を補正し１，０８１万５，０００円とするものでございます。

消火栓新設・更新工事負担金、３基の負担金の増額負担ということでございます。私からは以上です。 

〇副事業部長（上水道課長） 続きまして、１４ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の支出でござ

います。４１款資本的支出１項建設改良費２目配水施設費２０節委託料でございます。４，８１２万４，０００

円の増額をお願いするものでございます。エプソンの水事業に対応するために配水計画委託料を減額し、新たに

吉田地区配水施設整備事業として施設整備計画詳細設計委託料４，８６０万円、それと同地質調査委託料４６０

万円をお願いするものでございます。 

次、２６節工事請負費４，１９９万２，０００円の減額でございます。これにつきまして、配水施設整備事業
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では、流量計設置３カ所、そこの３段目ですけども、３カ所につきまして、エプソンの水事業の要望に伴いまし

て、プロポ化に伴う流量計設置を再度見直しが必要となるため全額を減額するものでございます。その上の吉田

工区、田川町工区につきましては、労務単価、また施工に伴います工事費の増額に伴うものでございます。また、

その下の国道１９号歩道設置に伴う配水管改良工事につきましては、国道１９号宗賀小学校付近で国道占用の配

水管と導水管が国道拡幅に伴い支障となるため、道路管理者の指示により布設する配水管の工事費でございます。

導水管につきましては、浄水施設費でお願いするものでございます。次の東山水系水道システム再構築事業につ

きましては送水管の布設工事で、こちらも労務単価等の上昇に伴う増額をお願いするものでございます。 

次の３目浄水施設費２６節工事請負費２億３，３５５万円の増額につきましては、吉田地区配水施設整備事業

に伴う配水池築造工事９，９８０万円、管理施設建築工事４，９８０万円、機械設備工事１，６６０万円、電気

設備工事５，４８０万円と、平成２８年、２９年度の先ほどの債務負担行為と同様に、御説明申し上げましたよ

うに２８年度分の工事費をお願いするものでございます。次の送水施設整備事業の柿沢永井坂送水ポンプ更新工

事につきましては、１２０万円の増額をお願いするものでございます。こちらは労務単価等の上昇でございます。

１５ページをお願いいたします。東山水系水道システム再構築事業、東山配水池築造工事１，７７９万円の減額

につきましては、当初、施工条件で考えておりました部分で仮設道路という形での工事施工ができることがまと

まりまして、設計内容を見直し、減額することができました減額分でございます。その次の導水管改良事業、国

道１９号歩道設置に伴う導水管改良工事につきましては、先ほど御説明いたしました１９号国道拡幅に伴います

導水管を敷設する工事に対する工事費２，９１４万円の増額をお願いするものでございます。 

次に、１５ページの４目受託建設費２６節工事請負費でございますけれども、４１５万８，０００円の増額に

つきましては、収入でも御説明申し上げましたように、消防防災課からの依頼によります消火栓３基の増額分で

ございます。 

次の６目固定資産購入費１節水道用地購入費につきましては、２，３２５万６，０００円増額につきましては、

吉田地区の配水池用地の取得費用の増額でございます。 

〇経営管理課長 ９ページにお戻りください。９ページ、塩尻市水道事業予定損益計算書でございます。１番の

営業収益につきましては１３億８，０９８万３，０００円、営業費用につきましては１３億４，８６４万９，０

００円となりまして、営業利益は３，２３３万４，０００円でございます。 

３番の営業外収益と営業外費用を今の営業利益に加減いたしますと、経常利益は８，５８２万８，０００円と

なります。この経常利益に特別利益、特別損失を加減した当年度純利益については８，５６４万４，０００円の

純利益となります。 

前年度繰越利益剰余金を含め、一番下ですが、当年度未処分利益剰余金は４億１，９３８万７，０００円とな

るものでございます。 

続きまして、１０ページ、１１ページに予定貸借対照表となります。資産につきましては、合計で１４９億４，

５４３万７，０００円、負債資本も同額の１４９億４，５４３万７，０００円となります。説明は以上です。よ

ろしく御審議をお願いいたします。 

〇委員長 委員より質問、御意見等ございますか。よろしいでしょうか。 

ないので、討論を行います。ありませんか。 
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ないので、採決を行います。議案第１９号平成２８年度塩尻市水道事業会計補正予算（第１号）については、

原案のとおり認めることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇委員長 異議なしと認め、議案第１９号については、全会一致をもって可決すべきものと決しました。 

行政側から何かありますか。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議会閉会中の継続審査の申し出 

〇産業振興事業部長 産業振興事業部、建設事業部及び水道事業部、懸案事項、多岐に抱えております。議会閉

会中の審査または協議をお願いするものでありますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇委員長 ただいま継続審査について申し出がありましたが、これについて御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇委員長 異議なしと認め、そのように議長に申し出をいたします。 

以上で当委員会に付託された案件の審査を終了いたします。なお、当委員会の審査結果報告及び委員長報告の

案文につきましては委員長に御一任願いたいが、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

〇委員長 異議なしと認め、そのようにいたします。 

理事者から挨拶があれば、お願いいたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

理事者挨拶 

〇副市長 ２日間にわたりまして御審査をいただき、提案をいたしました全ての案件に御承認をいただきました。

どうもありがとうございました。 

〇委員長 以上をもちまして、９月定例会産業建設委員会を閉会といたします。それでは、協議会を１０分後に

開催をいたしたいと思いますので、議員と担当の職員のほうはお残りください。ありがとうございました。 

午後 ２時０８分 閉会 
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